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発刊によせて

みなさんが住んでいる養老町は、孝子伝説が伝わり歴史が古

く、豊かな緑と清らかな水にめぐまれた自然あふれるふるさと

です。

わたしたちの祖先は、大昔から、この土地を切り聞き、水と

たたかいながら今日の養老町をきずいてきました。近ごろは、

道路も整備され、新しい工場や住宅がたくさん作られめざまし

く発展してきました。これも、 IUTの人々のたゆまぬ努力の結果

といえます。

この本は養老町のようすがくわしく書いてあり、き っとみな

さんの学習に役立つと思います。ふるさとの心と文化を大切に

し、わたしたちの住む養老町をみんなの力で、明るく住みよい

町にするよう勉強してほしいものです。

養老町長

清水敏郎

町の花キク



わたしたちのまち上石津町は、美しい森林と清らかな流れに

恵まれたところです。わたしたちの祖先は、この素晴らしい自

然を生かし、豊かな実りをあげる努力を続けてきました。山で

は炭焼きや植林、平地では米づくり、茶づくりなどを進めてき

ました。

今でも多くの人々が、自然を生かした住みよい町づくりのあ

りかたを考え、実行しています。たとえば トンネルや新しい道

路づくり、音楽村づくり、下水道づくり、新しい住宅づくり、

などです。

この本には上石津町のすがたがくわしくのせてあります。み

なさんの学習に役立ててください。そして、わたしたちのまち

上石津町を、ますます明るく、住みよい町にするよう勉強して

ください。

上石津町長

小川一善

町の花 シャクナゲ



わたしたちのまち





①はなとみどりのまちづくり ②みんなの公民館

①スーパーマーケット ④庖の集まっていると二ろ

⑤米づくり ⑥工場でつくっているもの



⑦ハウスさいばい ⑧お茶づくり

⑨郷土資料館 ⑩ごみと住みよいくらし

⑪上水道のしせつ ⑫ごみのしより工場



⑬けいさつのおじさん ⑬ しようぽうくんれん

⑬ため池 ⑮はい水機場

⑪山地のくらし ⑩はい水機場
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たくさんの花だんがわたしたちのまちには、

あります。

わたした春ど秋には美しい花がさき、毎年、

@
国
道
ぜ
て
い
の
花
だ
ん

ちを楽しませてくれます。

@
国
道
ぞ
い
の
花
だ
ん
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わたしもうえた、 lまくもうえた

わたしたちの地区花だんは子どもとおとなが

いっしょになってせわをして育てています。

時地区の花だんづくりは、花のたねまきから

はじめます。

⑦パンジーのたねまき

⑦アキランサスのいしょく

D花とみどりの|

| まちづくり | 
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しき

地区花だんには、四季おりおりの花がいっぱ

いさきます。

池辺地区では、春と秋の 2回花だんコンクー

ルが行われます。

しんさいんは、公みん館長、区長会長、教育

長さんや子ども会育成会長さん、 PTAの役員

さんなど大ぜいの人たちです。

⑦花のせつめいをする子ども
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@
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と
に
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だ
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⑦ しんさのようす



きれいなまちにしたいな

花いっぱいのまちにするために、道路ぞいに

も花だんがつくられています。

国道ぞいにも美しい花がいっぱいさいていま

す。役場やちいきの人々が協力し合って花い

っぱいのまちづくりをすすめています。

⑦道路ぞいの花だん

き
ゅ
う
と
う
で
ん

@

休
耕
回
を
利
用
し
た
コ
ス
モ
ス
畑

⑦国道ぞいの花の手いれ
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ハ~みんなのl

| 公みん館l

かみたど

わたしたちの地区には、公みん館があり、い

ろいろな活動が行われています。

上多度公みん館では、大きな行事として 8月

にはぼんおどり大会、 11月には文化祭が行われ

ます。

⑦上多度公みん館

⑦町民運動会 ⑦ぽんおどり大会

5 



かいだんを上 多度公みん館をたずねましたD

館長さんが出上h'-って 白いたてものにム¥るど、

@
館
長
さ
ん
の
せ
つ
め
い
を
聞
く

むかえてくださいました。

@
大
ホ

l
ル
の
よ
う
す

@
ち
ょ
う
り
教
室
の
よ
う
す
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館長さんに、公みん館の中を案内してもらい

ました。

上多度公みん館平面図

こうぎ室

上多度公みん館平面図 516 m' 

養老町小倉417 TEL 2 -1605 

図書室

ステージ

⑦文化祭の作品てんじ

7 

てんじ室ちょうり食堂 |同

大ホール

⑦会ぎ室 ⑦てんじ室への入り口



公みん館は、子どもからお年よりまで利用し、
ぎ

いろいろな教室・こうざや会議が行われていま

@
書
道
教
室

す。

@
手
話
教
室

@
紙
工
作
教
室
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教室・ニうざのお知らせ
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銀磁蛮溜鑑量上多度会民館だより磁彊鑑讃態量 NO、28

メf;O"~ 平底5年3月6日

上多度公民館

藍露盤箆盤上事度公民館だより璽盟盤鶴 NO、29

LÚO"~ 平成5年4月6日

上多度公民館
。みんな集まれ上多度っ子! t:;'j 

春休みやってみよう教室
生涯学習は公民館でどうぞ 勾.JI.. ___.. r. .  ....小・中学生向き)c埠| 公鵬では、 fhてみよう教室Jを改のように開催します.お子僚の自立

上多度公民館講座 CY与え(1
平成5年度の公民館クラプ活動はじまるγ11度山るよい僚会と思叶・

"'1 ご案内は、お子健方に届けでありますのでごらんいただき，申込書で上多度
径の開花とともに、平成5年度の諸活動がはじまりま Lた.上多度公民館で|

|公民館(ポスト)までお申し込みいただけるようおすすめの程お願いLます.
は、先にお知らせLましたよう江計画で、講座およびタラプ活動を実施Lてい 1. .....--._"...一一一一一「

き ますや q てみること! 日三一七日日|

生涯学習の大切さが言われていることはご承知のことと思います.これから 1 Q)インディアカ {グループ鉱山崎)・・ー.. 3月30日 14時

はじめます甥座やクラプ活動に公民館までお出か吋いただき、お互いのふれあ Ic2>ベタノクあそび (集中力で前進) ーー・・・ 3月29日 14時
いを通じて、豊かで健字かな心身を自分でつくりあげていかれることを踊勺て

います.

@将蝶 (Lょうぎ) (干捌が決め手) ーーー.. 3月27日 14時

情直に$且l登録していただいた方には‘その極度内容証どをご通知Lます.

タラプ活鋤に毒事いでいただく方は、それぞれのクラプで活動内容を稽寵して

釘出かけ〈ださい.

@囲碁(いご干掴が決め手〉 ・・ーー・ 4月 3日 14時

今からでbよろLいので、事加希賓がありましたら告知らせください.

⑤上多度のじまん集め(ふるさと学者誕生)ー・・・ 3月29日 10時

@昔田かるたしらベ (ことわざ学者誕生}・・・ ・3月31日 1 0時

⑦まつり太厳のうち方(祭りにうでだめ L) ・・.. 3月28日 13時

開度とクラプ町屋煩はつぎ司ょうです.内容は先に結局けLまLた・案内ー

で硲思して〈ださい.

，，，，!lJ 家庭ft宵字組 三世代学級 高働者学級 成人芋鑑

樋人字紐 少年芋級

{タラプ] 華道畢室 扇重量教室 書道教室 詩時教室 茶道教室

ーー・ .4月 4 B 13時

@ぜに太厳うち[リズム感と創造性が光る}・ . .4月 2日 13時

@えほんづくり{えほん文学賞ものです)・ ・ー・・ 3月31日 13時

⑩ Eうわをよんであげよう(気持ちをいきいきと) . 3月30日 13時

理k声教室 手芸教室 健康体蜂教室 囲碁将般教室

大正琴教室 経連動教室

.93世界れんげ祭"に参加しましょう
4月24日-29白 書老没圏一帯で行われます.25日(日}は歩け歩

銅山
け大会で.上事度，)、宇f

くわしいことは‘後E 平成5年度上多度公民館講座の御案内(1 ) 
当日雨天白とき回、 E

H ててご参加〈ださも 上多腕E住民のbなさま
平成5年度の上多度公民舗では、 4月からの学習脂血帯決のよ今に開附します.
。生寝学曹の人生づ〈りをめざしT

・い官い曹人生のキ+リ7に、針。返し人生の附宛に、人肢の仕上げの事ぴに.
0ふれ晶いの人生づ〈りをめざして
・入梅噂置のぬ〈もり晶ふれ有地婿づ〈曹の力に、ボランティア情動得加のプ1に

と計画しました.

お前い合せてのぜひのご書加を念U、tt蘭援をそえてご'11:内申ιkげます.
平成5年3月曹目 ヒ多度公民館 〈盤面軒先 32-160目〉

掌自由番号 。〉 <%> ~ ぐ謀ヨ ~ 

学級名 摩庭教育学紐 三f時代掌紐 高齢者学飯 h~入学飯 婦人掌m

対量 続干向 毛幼男女同 実年以k向 ー般男性向 一般女性向

思帯 子育て人生 ふれ晶い人生 繍祉'加入生 生誕学習人生 家庭づ〈町人住

回数 5閉 5問 10llil 10閉 10閉

関1.時 4.6.6. 5. 8. 9 旬月指定日 帯月指定日 甥月指定目

7 】0月 11 】月 1 a :司 O 土 13:30 9:00 
9:30 指定時間 .ll:~ま 18: 30 又は19:30

肉軍軍 調干指加 文化の伝承 ふる宮と学習 ピヂオカメ号入門 禍相t学調と実績
子育てのlI<本 ふれ畠い掌潤 で地峨づ〈句 ふる苫と掌胃 栄翼掌胃

個膿宜を帯える で寂峰づ〈旬 交通安全掌曹 定年人生の段目十 i同組佐橋と家庭
自然の申の子育て 』、唱さとウォ 偏頗ヨ学習 手づ〈 η宅情奄干 づ〈り
実習 ッチンゲ 人視学習 どもに 人梅牢曹と地場

お揺し遊びと実習 づ〈り

スポーツ掌冒

定員 30:1¥ 60名 60名 ao名 40:1¥ 

- お申し込みの方には、その郁Jrご*肉を致し宮、r.

<D> 

中年掌紐

小・中学生向

やヲてみよう人骨

10同

春休み'.休み・

..休み・

何れも指定日時

本に耳目しも弓

絵本づ〈句

よんで畠げよう

縄スポーツ
』、革審と掌胃

自治鰐肪

文化の伝承

科20:1¥

・ 申U込みの卸め切りは、 3月31日とU輩、r.下胞の申込帯で上多度公民館までお掃け〈だ古い.
・出席良好の方へは、健7置をもヲて願彫の予定です.

業 己のほか、k多目官公民館事誕又は共憎事事1<-Vriltのこと恥予定してお旬ます.
地域づ〈り合同研修会 (6月〉由主踊り大会 (8月)歌醐広場〈日月〉敬老会 (9月〉町民運動会(日月〉

文化策 (11月)地域づ〈申実践交続会(日月)燭人集(日月)
情掃、こぞってのご書加を関係者ー周お待ちしでお句ます.



いろいろなもよおしがありま公みん館では、

す。

もっともっと気軽に利用していきたいです。

@
生
け
花
教
室

@
竹
と
ん
ぽ
っ
く
り

@
お
や
つ
づ
く
り
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D学校の | 
| まわりのイ

| ょうす l 
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もっともっと近付いてみたら

養老ノj、学校のまわりが見えました。知ってい

る庖や通ったことがある道が見つかりました。

方角によってようすもだいぶちがうようです。

ベ/



西へ歩いたら

学校から西へ歩くと、養老町中央公みん館、

文化会館(町民会館)がありました。さらに進ん

でいくと田がまわりにありました。やがて、右手
たてもの

に大きな建物が見えてきました。そう合体育館

です。野球のグランドもありました。その北がわ

には、住たくがび、っしり建ちならんでいました。

⑦ならんだ住た〈

⑦ぞう合体育館

@ 
町
み

〆Eん
..0除
:z:;;: 

館
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@住た〈街
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北へ歩いたら

学校の前の細い道を北に行くと住たくがたく

さんあつまっていました。 やがて東西の広い道

にでましたo この道を歩いてみると、まわりに
たかだしようてん

は庖がいっぱいならんでいました。高田商庖
がい かんばん もの

街ど L、う看板がいくつもあって、買い物をする

人たちでにぎわっていました。

しようてん均九‘

⑦ 商庖街



南へ歩いたら

学校の体育館のうらの細い道を南に行くと田

が広がっていました。やがて広い道に出ました。

大型のトラックや乗用車がさかんに通ってい

ました。道をわたって田のなかを歩いていくと、

養老の山のふもとにつきました。ふもとには家

IJ'-ならんでいました。

⑦広い道 ⑦山のふもとの家

16 



⑦聾老けいさつしょ

17 

東へ歩いたら

学校から東へ歩いていくと、右手に養老けL、
さっしょがありました。さらに行くど南北に走

っている広い道にでました。そこをわたってい
ぎんこう きん

くと銀行やスーノマーがありました。そばには近
てつようろうせん

鉄養老線が通っていました。さらに行くど大き
ぴょういん やく しょうぼうしょ

な病院や役場や消防署がありました。

-・聞fi-4i
;?ltt 

F 

~< 

⑦聾老町役場

冒弓車百「 J説明



絵地図をまとめる

東西南北の絵地図をつなげてみました。

わかったことやしらべたことも書き入れました。

絵地図を見て、思ったこと

-方がくがちがうとずいぶんよう

すがかわるね。

・北や東の方に住たくが多いね。

18 



マークを使った絵地図

前のページの絵地図をわかりやすいマークを

使って書きかえてみました。

ー

，，，，
-

a

，，，
s
 

合TfFL1
匂寺
⑬銀行

儲治同事

国賊

宙空号、沿い

胃神社

4管察署
幽工場

回目
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先生の地図とくらべて

先生がみせてくださった地図とくらべてみま
くふう

した。わたしたちの地図よりわかりやすい工夫

がたくさんされています。

O牧場 g銀行 J工場

んTi神社 ③警察署 〉揖同署

⑤ゅう政局 @病院骨己仲岳民道図家

Eヨ白骨手順

20 
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養老小校下の

ようす

たき

⑦養老のj竜

たかだ たぎ ぷ

養老ノj、学校校下は、高田・多芸西部・養老の

三地区からなっています。ここは、養老町の中
おう ぷ がわまきだ

央から西部にかけての主郎、きです。北側は牧田
がわ

川、西側には養老山地があります。



⑦高固まつり ⑦新しい住た〈

しょう

高田地区は、養老町役場や消ぼうしょなど公
あっ たぎぷ

共のしせつが集まっています。多芸西部地区に

は来庁し L叶主た <IJ"ふえてきました。 養老地区は
ょうろうたき かん

養老の滝、子どもの固など観光の中心になって

います。

22 



の下校小
す

悦
幡

う

M

広

よ

ひろ6また

⑦広幡橋

ひろはた おう がわ

広幡地区は養老町の中央部にあります。北側

に金草)11が流れています。
のう

地区の中を南北に広いき農道が走り、東西に
のうめん ろ

は農免道路が走っています。
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みちまろ

⑦田中道麿 ⑦ハリヨ

たく のうぎょうい はたら

最近、住宅団地ができ、農業以外で働〈人

もふえてきました。
ろ な古宮

水路にはきれいな水が流れ、ハリヨがすんで

います。

24 



かみたど

上多度小校下の

ようす

⑦養老駅

かみたど

上多度地区は養老町の南西部にあります。西
がわ たきだにおぐらだに つ

側は養老山地て¥山から滝谷、ノj、倉谷などが津
や そそ

谷川に注ぎ、せんじよう地になっています。
砂ん せきがはら なんのう

地区の中を南北に県道関ヶ原・南濃線が走って

います。
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@ 
.湖底わ

葉お/ 
す

太5
厳こ

き

め

ん

ざ

ん

ひ

@
鬼
面
山
の
碑

きんでつようろうせん えき

近鉄養老線が南北に走り、養老駅は養老公園
ぎふ

や岐阜県子どもの国をおどずれる人でにぎわい

ます。

26 



の下校小
す

ぺ辺

う

吋
池

よ

~ヲかんあと

⑦さつまぎし役館跡

池辺地区は養老町の南部にあります。
がわまきだ いび なが

東側に牧田川、揖斐川が流れています。また大

きな池がたくさんあります。南北に国道258号

が走っています。
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@
な
ら
ぶ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

@
決
壊
ロ
の
碑

占司、言
、
什
督
当

大きな田やビニールハウスがたくさんあり、
のうぎよう ところ

農業がさかんな所です。

大きな住宅だん地ができ、

28 

人ロがふえ

てきて、会社づどめの人も 多くなりました。

近年、



の下校小
す

わ
郷

う

村
笠

よ

⑦栗笠のししまい

笠郷地区は養老町の南東部にあります。
がわまきだ がわ いび なが

北側は牧田川、東側には揖斐川が流れています。
のうめん ろ

南北に国道258号が走り、東西には農免道路が

走っています。
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⑦カントリーエレベーター

/ 

さんみなと 〈りがき あと

⑦三湊(栗笠)跡

l
-U4
揖
拡
大

むかし まきだ

昔、牧田川ぞいに川のみなどがあ って、たく

さんの人ゃにもつがいきかいました。
そう

近年、新しい住宅もでき、工場や倉庫も ふえ

てきました。
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の下校小
す

れ
北

う

M

養

よ

⑦名神高速道路バス停

養北地区は養老町の北東部にあります。
がわ まきだ なが めいしんこうそく

地区の南側に牧田)1]が流れ、名神高速道路も通

っています。
けん おおがき

南北には県道大垣養老公園線が走っています。
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砂ん おおがき

⑦県道大垣養老公園線 ⑦大垣農業高等学校

込』

けん たく

県道をはさむようにして新しい住宅もふえて
おおがき

きました。しだいに大垣市のほうへつながって
げん

いくようなふえかたです。県道ぞLリこはL、ろい

ろなl苫もできてきました。

32 



g〆.

33 

¥. 『
-L『
阻、

の下校小
す

μ
士
ロ
‘
つ

ひ
ロH

ト
Am

⑦量品お実主

園l
、:・ 圃
ぺ
岨

園圃

|国
ロ 日

也』 可

， 

Eマ・t河恥:三..ーもAE.叫劃.
・l1liー幻吋・1・・・・'I，m九¥l1li・
・ーグ11a

---~---=孟二孟! 冒
ー

‘
 

4
 

国

-i二21US
之、 勺ミI、A@Iー「

』母ギ
回

宅ー』

干;圃

"，" fi:. 
E園

L 
ひよし ようろう

日吉地区は養老町の北西部にあります。
ふわく・ん

北側は川をはさんで不破郡とせっしています。
がわ ぞうぴざん べっしょやま

西側には象鼻山(別所山)があります。
がわ めいしんとうそく まきだ

南側には名神高速道路が牧田川にそって通っ

ています。
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の下校小
す

だ
田

う

日
牧

よ

@主長者の孟非暴

まきだ かみいしづ

牧田地区は上石津町の北東部にあります。北
がわ がわ がわひく かこ

側、西側、南側は低い山々に固まれています。
しゅうへん

地区の中を牧田川が流れています。その周辺

には田が広がっています。
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⑦ぞう合体育館
せいや〈

⑦製薬工場

l寺I 客 μ¥ 党，

令

むかし

昔から大切な道が集まるところで、 人や荷物
せきがはら

が行きかいました。 近年は関ヶ原インターチェ
べんり い

ンジが近いなどの交通の便利さを生かして大き
じゅうたく

な工場が建てられたり、新しい住宅ができた

りしてきました。

場)
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いちのせ

一之瀬小校下の

ようす

ながひこ Uん~.. 

⑦長彦神社

いちのせ かみいしづ おう

一之瀬地区は、上石津町の中央よりやや北部
1;1.'んちじよう ち

にあります。山にはさまれた盆地状の水田地
なが

帯で牧田川が地区の中を流れています。また、

国道365号が南北に走っています。



〈わ1Iら

⑥桑原家住宅

A 

，;'ーと
，γベ5
4J二t
γ卜

，ヅ不
，γI/.... 

てんき口

⑦天薯寺

じゅうようぶんかざいくわばら てんきじ ながひこ

国の重要文化財桑原家住宅や天喜寺、長彦
じんじゃ しせき

神社などの史跡、があります。
かみいしづ しんいちのせ た

上石津トンネルや新一之瀬、橋ができ、イ也の地

いきとの行き来がとても楽にできるようになり

ました。
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39 

多良小校下の

ょうす

かみいしづちょうや〈ぽ

⑦上石津町役場

たら かみいしづちょうちゅうおうぶ

多良地区は上石津町の中央部にあります。
ちゅうおう

まわりは山に固まれています。地区の中央を

南北に牧田)11が流れ 国道365号が通っていま

す。



たかぎ砂

⑦高木家陣屋跡 ⑦緑の村公園

ゃくぱ

国道365号のバイパスができてからは役場や
しょうぽうしょ こうきょう しせっ

消防署など公共の施設がこのバイパスぞいに

できました。また、新しい庖もたくさんできま
へん

した。古くからある地いきですが、ずいぶん変

化してきています。
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の下校
す
小

う

は
時

よ

しょうわ

⑦日本昭和音楽村

とき かみいしづ ちょう

時地区は上石津町の南部にあります。町を
なが まきだ じようりゅう ようろうさんち

流れる牧田川の上流です。東を養老山地、西
すずかさんみやく かこ ぽんち

を鈴鹿山脈に固まれた盆地で、山が家のすぐ

そばまでせまっています。
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だIt

@えlまし岳
ゆいがん U

⑦唯願寺

しげん くふう

森林資源にめぐまれ、これをいかす工夫がさ
いぜん すみや とく ゅうめい

れてきました。以前は炭焼きが特に有名でした。
さいきん こ けんせつ

最近ではダム湖の建設とそのまわりの音楽村づ

くりにカを入れています。

42 
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発

と

出

ひ

まちの地図を広げて

「これはなにに見えますか。」

「だんごむし。ちょう。」

rl、ろいろなものに見えますね。 これはわたしたちのまち

てゆす。」

「この、黒いしるしはなんでしょう。」

「そうです。養老郡の小学校のいちです。」

先生に、まちのかんたんなかきかたを教えていただいて
ぜんたい しら

から、わたしたちのまち全体のようすを調べてみることに

しました。
たてもの

田畑の多いところ、家や建物の多いところ、 l吉の多いと

ころ、工場もありました。



庖の多いにぎやかなところ
ょうろうちょう ちゅうおう たかだ

養老町の中央部高田地区には庖の多い

にぎやかなどころがあります。
たかだ むかし

高田地区は昔からたくさんの庖があって

にぎわっています。 東の方には大きなスー

ノマーマーケットなどの新しい広ができてき

ました。
ょうろうちょう

養老町の人々はよく これらの庖を利用
たかだ

しています。
⑦高田商庖がい

高田地区

44 



示園田園

⑦スーパーマーケット

⑦古くからの底(時地区)

「ー届ゐお量二てで!

!・いるところ J 

時地区

45 

かみいしづ どう

上石津町では古くからのかい道

にそって庖があります。
きいきん ごう

最近は国道365号ぞいにどんど

ん新しい庖がならぶようになりま

した。



さんの住宅があり

住宅の多いところ
ょうろう たかだ

養老町の高田地区にはたく

ふ」防

は

堤

で
の
U
-近

川

仲
買寂

な込J大養老山地のすそのや、

いにも古くからの住宅があります。

新しく開発された住宅地もふえてきました。

ます。
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ノー、、 ゆダ

し )
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町
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かみいしづ

上石津町ではどの地区も、 牧田川より少しづ、
たく あつま

高いところに住宅が集っています。 またかい道
りょうがわ

の両側にならぶようにたっているところもめ

だちます。

，(f:Jぞ~..~- \

ノミ ¥ 、
、、
、
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一、、、、
k 、
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ぐムゾ!，itfw
⑦時地区
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¥J 

工場の多いところ / 

ょうろう

養老町には、いろいろなところに工場があり

ます。 /
/ りょう

工場は、働〈メγ 行き来や原料・せい品の

ゆ送に便利など/ころにあります。

⑦自動車部品をつくる工場
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かみいしづ

上石津町では大きな工場は田よりややノj、高い

住宅近くにたっています。また近くには国道や
ベん

広い県道があり交通の便のょいところでもあり

ます。

( c号薬をつくる工場
¥1 

場工
甘
石
り
理
か
大
、
，

@

4
 



田の多いところ

養老町の低い土地にはL、ちめんに田が広がっ

ています。みな同じくらいの大きさの長方形に

区切られていて、水路がたくさん通っています。
みの おうどん

秋になるどゆたかな稲ほが実りまるで黄金のじ

ゅうたんのようです。

⑦笠郷地区

⑦池辺地区

50 



⑦時地区

51 

かみいしづ ひく

上石津町も低い土地には田が広がっています。
ろ り

牧田川からひいた水路のほかに、谷川の水を利

用したため池もどころどころにみられます。

⑦牧団地区



みどりの多いところ
ょうろう

養老町の西にはみどりが多い養老山地があり
ょうろう

ます。養老町のどこからも見えます。 山には木

すてギ品ってnl 
y
」
、

nJ

み

一一
滝

通

て

の

が

つ
初
老

町
道

げ

れ
養

ほ
歩

し

は

山一
然

い

に

し
自

お

山

糾
海

が

日
東

子どもの固などがあります。

ノ¥イキングもできます。

鳥の声が聞こえてきます。みどりの中からは、

52 
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⑦岐阜県こどもの国



かみいしづ

上石津町の山にはスギやヒノキがきれいにな

らんでうえられています。
めん ばたけ っか

小高いところや山のしゃ面は茶畑として使

われているところIJ"あります。

@植林された山

⑦茶畑
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養老町の土地利用図
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上石津町の土地利用図
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毎日のくらしと買いもの

スーノマーマーケットで買いものを

し、レシートを見ました。買ったも
しゆるい

のを種類ごとに色分けをしてみると、
りょうひん

食料品だけでなく、テ ィッシュぺ
ひん

ーノマーやかん電池などの日用品も買

っていること治どわかりました。

⑦食料品

⑦日用品
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たかだ

⑦高田商庖がい

骨
↑
?

買いもののようす
しら

どこで、どのように買いものをするか調べて

みると、行き先や買いものの回数、 |回の買い

ものの金額など ずいぶんちがうことがわかり

ました。

近くの庖や商居がい、スーパーマーケットど

いろいろなどころで買いものをしています。

、益rI司
FEh?kd 
lヲナ ニ司

~圃

h-薗
⑥近くの庖

57 

⑦スーパーマーケット



スーパーマーケットの中のようす

近くのスーパーマーケットの中を歩いてみま

した。
しなもの きゃく

たくさんの品物がならび、多くのお客さんが

買いものをしていました。

スーパーマーケットの中のようす

庖の中は、どんなよう

一

E
ト

一

一

-

ツ

一

一

パ

ケ

一

一

-

-

一

一

ス

マ

一

(東京書籍の教科書にもとづく)
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@魚を切っているところ

59 

しなもののならベ方とはたらく人

たくさんのしなものが種類ごとに、きちんと

たなにならべられ、自につきやすいようになっ

ています。

庖では、たくさんの人がはたらいていること

がわかりました。
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さ
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日
広

さ

お
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どがわかりました。
ちゅうしゃじよう じてんしゃ

駐車場や自転車

お客さ

んが買いものに来やすいよ

また、

おき場を広くして、

うにしています。

⑦広告

ち・うしゃUょう

⑦ 駐車場

60 

⑦自転車おき場
ち・うしφUょう

⑦ 駐車場



61 

しなものがうまれたまち

しなものは、遠くのまちゃ外国から来ています。

市場やつくられたところから、 トラックで朝

早くとどきます。

、 一一
一
一一一 A



タトから見るとふつうの家のようなたてもので

す。中にム¥るとしなもの1;"ぎっしりとならんで

います。
いふく にちょうひんがくようひんだいどころ

衣服、くつ、かぱん、日用品、学用品、台所
ょうひん えんげいようひん

用品、園芸用品などです。ふだんイ史うものでそ

ろわないものはないくらいです。また、田畑や

山の仕事で使う道具はスーパーマーケットなど

よりもそろっています。

⑦近くのお庖

62 



63 

近くの人がよく買いものに来てもらえるよう
くふう

にどんな工夫をしているか、お庖の人にたずね

てみました。

-近くの人どよくあいさつや話をして

なかよくなるようにしています。

-近くの人がいつごろ、どんなものを
しら

ほしいのか、いつもたずねたり調べた

りしています。
ちいき ぎょうじ

・学校や子ども会や地域の行事がいつあって、どんな

ものがいるか。

・田畑や山の仕事でいつ、どんなものがいるか。

-学校ではどんなノートやえんぴつを使っているか。
が〈ょうひん

いつごろ、どんな学用品がいるか、 (はさみ、のり、
ちょうこくとう

彫刻万など)
しなもの

・今はやっている品物をテレビのコマーシャルでみ

て自分も使ってみます。よいものならお庖に置きま

す。



近くのお庖のよいどころを お客さんたちに

たずねてみました。

-自分のことをよく知っていてにこに
しんせつ

こあいさつしてくれたり、親切にして

くれたりするので、たのしい。

-わざわざ速くまでいかなくてもいい

のでべんりです。すぐほしいものがあっても手に入

るのでべんり。

-あちらこちらの庖へいかなくても一つの庖で何で

もそろうのでべんり。

-夜おそい時でもたのむと売ってくれた。

64 



ょうろう たかだ おしこし ちいきとく

養老町の高田から押越にかけての地域は特に

たく さんの庖が集まり、 大きな商l苫がいができ

ています。

円

@ 
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商屈がい

高田の商庖がいには、およ

そ150の庖があります。

同¥

うどん

自転車

タ"コ

毛糸

酒塵 ，
工

酒

場

雑貨

日長 91 

E 

「「

⑦文ぽう具唐

役

場

⑦菓子庖

16 ⑦くつ庖

[「 66 



⑦害庖

67 

商庖がいの庖
しゆるい

商庖がいには、 |つの種類のしなものだけを
せんもん

売っている庖(専門庖)が多くあります。

@けしようひん庖

⑦花后



買いものに来るお客さん
せんもん しゆるい

専門庖では、同じ種類のしなものが多いので
えら とくちょう

ほしいものを選びやすいのが特徴です。

また、庖の人もしなもののことをよく知って

いるので、安心して買いものができます。そし
ひつよう そうだん と

て必要なしなものについて相談したり、取りよ

せてもらうこともできます。

庖は夜8時ごろまでやっているところも多〈、

つとめ帰りに買いものもできます。

① 

この商庖ゑ代、では、 ど

んなしなものでもそろ

うんだね。

② 

つとめ帰りにでも庖が

聞いているのでとても

ありがたいなあ。
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庖どうしの協力
じどうしや きゃく

商庖がいには、自動車でお客さんが来やすい
ちゅうおうちゅうしゃじよう

ように中央駐車場があります。 また、 庖どう
きょうりよく きょうどう ちゅうしゃじよう

しで協力し、共同で駐車場をもっていると

ころもあります。

⑦共同の駐車場

- ， .竺1:.":"';';~:'二 .、，-

T ・，ー-

⑦中央駐車場
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商盾がいの人々の工夫

商庖がいでは、町内ごとに商庖会をつくって、

どうすればしなものがよく売れるようになるか

話し合っています。年3回大売り出しをしたり、
たかだ てんじんまつ

高田祭り・天神祭りでは、商l苫がい通りを歩行

者天国にするなど、カを合わせて、いろいろな
くふう

工夫をしています。

⑦大売り出しの広告

⑦天神祭り
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商工会に入っていま

商工会

商庖がいの多くのl苫は、

す。
さんぎょうさい

商工会は産業祭もしていて、 いろいろな庖

や会社が商品をてんじしたり売ったりしています。

[ i:r~養老町 I 

ご
家
族
一

-アトラクション制面ー

..  町文化完寝金
・カラオケ大倉町抱田ー・・・・S鎗遣会剛直踊ー
中央公民館
・各パザー-嗣田ー

・宵霊m・・10田ー
・金魚す〈い大会1110田ー
・もち豪豊犬舎.11:担 ー

とe/ll用14宙・151
ととる/費者町民会.

@ 
養老町民会館

⑦ポスター

商工会

しなものを売

ったり作ったり

する庖や会社・

工場でつく って

いる会

さんfょうさい

産業祭のようす
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しなものさがし

いろいろなしなものが遠くから

わたしたちのまちへはこばれてく

ることがわかりました。

ところで、 わたしたちのまちで

つくられているものには、 どんな

ものがあるでしょう。

スーノマーマーケットや近くのお

ノ苫をのぞいてみましたo
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やさいにまいてあるテープやふくろのうらを

見ると、わたしたちのまちの地名が書いてあり

ました。

⑦庖にならんでいるとうふ

正ちゃんの

4 

⑦ラベル

とうふ

厳阜県費老郵養老町直江字
枠池533-1
TE L工渇仰5843)Hl02
夜間(05'叫



見学の計画

みんなはわたしたちのまちでつくられている

とうふについて知りたいことがたくさんありま

した。工場へ行って調べてくることにしました。

・一日に何こぐらいつくっているか。

・どうふをつくるときにいるものは何か0

.どのようにしてつくるか。

-何人ぐらいはたらいているのか0

.一番気をつけていることは何か。
こくぼん

しらべたいことをカードに書いて黒板にはっ

ていきました。
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とうふができるまで

② つぶす

⑥ かた箱に入れる

⑦ 形をつくる
(プレス)

⑨ 切る
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③ にる

⑤ まぜる
とうに，ぅ

(豆乳とにがり)

⑨ パックにつめる
ひ

⑩ 冷やす
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⑦せっけんで手をあらう

⑦ごみ・ほニりをとる

77 

はたらく人

きかいのそばにいる人は みんな白いふくを

きています。食べものをつくっているので、ぇ

L 、せいにはとても気をつけています。

ふくだけでなく 手足のしょうどくなどにも

気をつけています。

⑦手をかわかす

⑦仕事のふくそう



げんりょう
だいず しら

げんりょうの大豆のふくろを調べ

ました。

大豆はどこからはこばれてくるの

か図にまとめました。

だいず

⑦日本の大豆

アメリカ
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せいひんのくふう

おじさんのお話を聞いているうちに

とうふにもいろんなとうふ治どあること

を実ロりました。

どうふいがいにも あげやがんもど

きをつくってみえました。

どんなことを考えながらつくってみえるのか、

突ロりたくなりました。

せいひんの〈ふう

むかしからったえられたあじも大切ですが、
Ijんき，ぅ

新しいせいひんの研究も大切です。

「からしどうふ」や「やきどうふ」などはふ
きかい

つうのとうふとはちがう機械をそろえなければ
へん

ならないので大変ですが、食べる人のこどを考

えていっしょうけんめい作っています。

たくさんイ午って、おいてお〈こと1/て・きない

ので、ちゅうもんのあった数だけつくるように

しています。

⑦がんもどきをつくる

79 

⑦いろいろなせいひん

⑦ あげをつくる



たぴ

とうふの旅
しら

どうふが一日 にどれくらいつ くられる のか調

べました。

この工場のと うふは、 近くのまちだけでなく 遠
おく

くの市やまちへもトラ ックで送られてい ます。

大阪

/ ずわ、Lず町

¥ -、、』・・ーー_..-----ーー'

工場で一日につくる数(だいたいの数)

もめんとうふ 3， 500 
とうふ

きぬごしどうふ 180 

あ t-f 7，000(冬は10，000枚)

がんもどき 1， 000"-'3， 000 
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⑦じょうかそうち

81 

ひっこしてきた工場
ベん

まわりに家が少なくはい水に便がよいので、

6年前に、
こうそくどうろ

ここに工場をたてました。
めいしん

前は名神

高速道路の北で家が立てこんでいるところにあ
ばしょ

ったのですが、場所がせまく、朝早くから機械

の音でめいわくをかけたりしたので今の場所に

ひっこしてきました。

工場からおからのかすなどを出すと、 くさ~¥ 

においがしたりきたない水の原いんになったり

するので、 じょうかそうちをつけてよごれた水

を出さないように気をつけています。



はたらく人たち

工場のちゅう車場には、車がな らんでいます。
てん

L ¥ぜんは近くから自転車で通う人が多かった

のですが、今は、速くから自動車ではた らきに

くる人がふえました。

@ちゅう車場

おじさんのはなし

朝がはやく、 工場の中もあっく、きびしい

わか

仕事なので、若L、人がなかなかきてくれなく

て大変でした。でも今は、遠〈から来ていつ

しょうけんめいにはたらいてくれる人がいる

の十とても話かっています。

工場ではたらいている人の 1日のすごしかた

ヲ。け
る

ど

め

'

P
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4
U

A
ロ

e

，，‘

ト

A-uh九

め

L
ワ

ロ
ムロ
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い
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は
・
宝
仙
ぶ

R

L
ー

を
a
u引
を

事
刊
け
ふ

位
。
湯
ぅ

、
お
と

て
る
号
、
お起半時内''-朝

5時
院こ

箱づめ

8時
隠配いた達つ

11時 (トラック)

昼 2時 休憩

~3 時

夜 10時 すいみん
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げん てつ

⑦原りょうの鉄

どう ぷひん

この工場では自動車の部品を

つくっています。
てっばん

型をつくり、そこに鉄板をお

き、大きなプレス機でおしつぶ

してっくります。

83 

⑦ ドアのほね組み

きゅうゆ

⑦ガソリン給油口のふた



⑦1500トンプレス機

かながた

⑦金型

この工場では、毎日たくさんのせいひんを作

っています。同じものをはやく正かくに作るた

よ

た

ハ
ソ
ミ
』

中川
原

で

+品人

り
、
た

い
、
ぇ

行

b

が

を

糾
械

枇一
型

き
機

枕
金

y
」
、

ん

り

と

た
ほ

し

は

び

山
事

ん

し
仕

ゆ
、
ド
し

に

を

め
、
っ

せいひんをまとめたりする仕事をしています。
あんぜん

工場では安全にも気をくばっています。

@はたら〈人のふくそう

あんぜん

⑦安全へのニニろくばり
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プレス

かながた

⑦たくさんの金型

⑦いろいろなプレス長⑦

ぷひん

さんの型があります。作る部品によって
いじょう かた

100こ以上の型があるそうです。

たく

ち
と
え
ば
ご
ん
な
宅
阜
、
す

どりかえます。
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しゆっか

けんさから出荷ヘ

⑦ケースづめされたせいひん

し.っか

⑦ 出荷

86 

|つ|っけんさをします。

トラッケースにつめられ、
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す

ん

ル
ロ
泊
ま

ひ
刊
製

れ

、、
ー
'
こ

L

さ

れ
-
い
え
何

た

く

W
出

き

b

て

で
ム
ロ
ク



原りょうはどこから
でつ つか

原、りょうは鉄をイ吏っています。
ずっ てつ

会失の原りょうは鉄こう石です。
てつ

鉄こう石は、 インブラジル、オーストラリア、

ドなどから船ではこばれてくるのです。

ザヲ5ih
p 

ずいぶん遠くから、 はこばれてくるのですね。
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ひっニしてきた工場

幽島

幽
げ
制

Amlh-

R乞ち8

まえは115誌だけし二
このエ場は、

11L:。??f17:るょうし二な
戸総の25J;Jわな〈な円

今までの

Iv ， .， ，司議ぞい
交通の援がよい回"-=

ェ場では、

ました。

〈つ

の今の場所し二、新しくエ場をつ
それで、

88 

たのです。



かんせいひん

完成品はどこへ
みえ どう

せいひんはトラックで三重県の自動車工場へ

まこばれます。
ぷひん どう

このように部品を自動車工場へおさめている

工場は、 この工場のほかにもたくさんあります。
おく ぷひん〈

自動車工場では、 送られてきた部品を組み立

てて、 自動車を作ります。

だから、 部品をおさめる工場は組み立てにお

くれないよう、毎日きまった時間にとどけてい

ます。

枯れ色刷同
一輪

自動車工場で組み立てられた自動車は、 世界

の国々へはこばれています。

89 



くふう

せいひんの工夫

この工場では、

作ります。

プレス機を使ってせいひんを

プレス機を使うには、正かくな金型を作るこ

とが大切です。そこでこの工場では、コンビュ
かながた せっ

ータで金型の設計図をかいています。

⑦コンビュータ

しゆるい

また、一日にいろいろな種類のせいひんをた

くさん作るために、一日中プレス機を動かして

います。

このため、三こうたいではたらいています。

8:30 q .叉j 12:∞ 13:∞ 件.∞ 16 : ~0 1マ:~O

日L3 イ長
思 定 車中姓骨

ド-
ドy~強める骨 わ ア

ー./

タ抜ト/ ¥0 骨く 。ト:f1'.あ)

霊力三 国月， I~OO之 食
1000<. 800こ 1'200こ 1000jl、

1f7:却 18お Iq:30 21:30 22:30 24∞ 2:00 2:s0 

ィ~ヤ
ド 車 夜 車 車 事
ヲ 4を 印後不良 輸 車省 中肉

板
角

食 企包憂l.i 管n 戸LJ7z 』 官粧町

動2
R月， 

I~oo之
1000 lち00、 CWOこI骨 IOSOこ骨 500 ま叫
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はたらく人たち

⑦ちゅう車場

工場では、たくさんの人がはたらいています。

はたら〈人たちが通ってくるようすを、少し

くわしく調べてみましたD



どう ぷひん しごと

自動車の部品を作る仕事だけでなく、そのほ
しら

かのようすについても調べてみました。

rぅ
⑦食堂で昼ごはんを食べる

ぺん

⑦勉強会をする

⑦昼休みにテニスをする
き

⑦口ッカールームで着がえをする
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• きんぞく・きかいをつくる工場
A 糸 ・おりものをつくる工場

• たべものをつくる工場
v 木のせいひんをつくる工場

O その他の工場

t 

乙
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いろいろな工場 どう 21エ場のほかいもわた
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大きな工場

わたしたちのまちでは、どんなものをつくる

工場が多いでしょう 。またどんな工場で働〈人

が多 ~¥でしょう 。

働く人の数上石津町(工業統計平成 3年)

せんい

金ぞく

機械

化学

食料品、飲料

ょう業、土石

木ざL¥家具

そのイ也

工場の数上石津町(工業統計平成 3年)

せんい

金ぞく

機械

化学

食料品、飲料

ょう業、 土石

木ざい、家具

そのイ也

95 

。 10 20 

600 700 
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はたら しら

工場の数や働いている人の数を調べてみまし

た。グラフからどんなことh"わかるでしょう D

働く人の数養老町(工業統計平成 3年)

せんい

機械

金ぞく

木ざい、家具

ょう業、土石

食料品、飲料

化学

そのイ也

工場の数養老町(工業統計平成 3年)

せんい

機械

金ぞく

木ざい、家具

ょう業、土石

食料品、飲料

化学

そのイ也

。 10 20 30 40 
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| のうさくもつ E 

D農作物をl

| そだてるl

97 

つくられている作物
のうさ〈もヲ

農作物がつくられている函積上石津町 (岐阜車林水産統計年報 平成 4~ 5 年)

米

お茶など

野菜

〈だもの

まめ類

じゃがt、も

さつまいも

vfへ
い
¥
〈

〆



の>0'むつ

.作物がつ〈られている面積養老町

米

わさび

(岐阜車林水産統計年報平成4-5年)

(単位 h a) 

120 150 
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わたしたちのまちでいちばん多くつくってい

るのは米です。どの地区でも田を見ることがで

きます。

自分たちの土地のようすやきこうにあったも
どりよく

のを作る努力もさかんになってきました。

/ 
/ 

⑦イチゴのハウスさいばい

⑦お茶つみ



①ハウスさいばい

養老町ではたくさんのハウスがみられます。

⑦ハウス(イチゴ)

⑦と砂入れられたイチゴ

⑦花づくり
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イチゴづくり
さむ

ノ¥ウスの中をのぞいてみました。寒さをふせぎ、
くふう

よいイチゴを作るためにたくさんの工夫がして

あること治どわかります。



やね

⑦二重屋根

⑦もみがら

おんど

⑦温度計

⑦マルチ

⑦電球

おん~ (" 

⑦温度をちょうせつする道具
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イチゴづくりのしごと

ノ¥ウスをつかったイチゴづくりのしごとを聞

いて、こよみを作りました。

伊藤さんのハウスイチゴづくりごよみ

月 6 7 8 q 10 11 12 2 3 4 5 

成
畑 ノ¥ウス

長 一 一ていしょ〈 し，っか
首を育てる 定植する 開花する 取り入れて出荷する

畑 月巴ひ ビマ 葉み ;商= ‘i.= 午 午 ー

の 料; ニル をつ
毒f 度 ~! 前 番

手 を |チ つ蜂E
を 調3にしに 自

入 ま ルシ まを 宮FS 出・ノマ
れ ノ、| む入

り をつ荷かツ

王
を ウト れ

か 〈ク
番

す スを て 目
る をは 品J、目， え

ワ てコ
の

な 車且る 粉土
す かめ

イ
え

イ士
み 缶、

す
チ

立 せ ゴ
て る bご

* る ど

れ
る
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ノ¥ウスイチコ守づくりの工夫と苦労をきいてみ

ました。

-ハウスをつくるのにはたくさんのお金がかかるの

で、お金を準備するのがたいへんでした。

・一番たいせつなのは、温度のちょうせつです。ハ

ウスの中が22度くらいになるように、電ままをつけた

り、マルチシートをかけたり、とくに寒いときはハ

ウスの中にもういちまいシートをかけます。

-それから水の多い土地なので、水がついたり、こ

おりついたりしないようにするのも、たいへんてーす。

もみがらをまいたり、土の中に電熱線をいれて土が

こおらないようにします。

-主に北陸地方に売っています。名古屋方面にも出

したいけれど、いろいろな土地で作っているので、

競争がたいへんです。
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ノ¥ウスでイチゴをつくっているおばさんに、
さいばい

どうしてハウス栽培をしているのか、きいてみ

ました。

-伊勢湾台風で田に水がついてお米がとれませんで

した。それで、米づくりだけてがは心配になり、いち

ごづくりもはじめました。あたたかい気候なのでつ

くれると思ったのです。

・ハウスで栽培するのは、春だけでなく、他の季節

にも収穫するためです。米づくりがいそがしい時期

はさけて、秋や冬に収穫するようにしています。そ

れにこの時期はいちごが高〈売れるのです。



②お茶づくり
かみいしづ

上石津町ではこ高いところに、たくさんのお

茶畑がみられます。

⑦お茶畑

このあたりにお茶畑が多いわけを聞いてみま

した。

-水はけがよく、山の南むきのしゃ面は日あたりが

よいので、お茶づくりにてきしているのです。

@
い
ろ
い
ろ
な
お
茶
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⑦手でつみとる

107 

お茶畑のようす

春のころの「茶つみ」を見てきました。広い

畑には手でつむ入、機械でかりとる人ど、しご

とのようすもちがうことがわかります。

きかい

⑦機械でかりとる

仕事の苦労や努力を聞いてみました o

おばあさんのはなし

・立ちづめのしごとなので、足こしが
とっきゅうひん

っかれますが、このお茶は特級品に

なると思うとやりが‘L、!;{あります。

おじいさんのはなし

-古い葉がまじってはいらないように、

ゆっくりていねいにかっていきます。



1~茶がち，き多まちるl
忠吾啓I~~がけてさら L之 b茶ω支をつみますb九
モみますL::-?o

最後lで均~I 俗し大害容を加えτ賓りとI I~柔念様、左つなてさらに話。 L\がて"
~7 r~・ I I 

D走を子手出しj、ぐろづ恥して]守おか・L)0 I I毛みあげるのl:!t>
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お茶づくりのしごと

お茶づくりのしごとを聞いて、こよみをつく

りました。

お茶づくりごよみ

月

成

長

2事
か
り

ひ
り
よ

ヲ

そ 雪
の よ
イ也 tt 
の
イ士
司E
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くろう どりよく

しごどの苦労や努力を聞いてみました。

-やわらかい葉にするために黒いぬのをかぶせて、

お日さまの光をやわらげることもします。

・一番茶のころに、おそじもがおりると茶色で使い

ものにならない葉になってしまいます。ぼうそうフ

ァンをまわ して、しもをふせぎます。
ひん だいじ ど

・茶をせい品にするのに大事なのは、むすおん度で

す。何回 も葉をさわってにおいをかいでたしかめな

がら、おん度をちょう せっします。

⑦お茶の葉をむす

⑦葉に黒いBむのをヵ、i~せる
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お茶づくりはよそのまちとどんなふうにつな
しら

がっているか調べました。

@品つ品



一

-b

一

一

か

る

一

一
ぐ具
〆を

ベ

一

一
わ道
選
同
調
一

よこ おに

学校の一階ろう下の横に古い鬼
がわら

瓦がおいてあります。 これは今から
かん

70年前のノj、学校の校しゃげん関につ

Tという文けられていたものです。

字をかたどった校章がついたとて
かわら

もノ¥イカラな瓦です。

気をつけて学校の中を見てみると

ほかにも古くからあるものがのこっ

ていました。

ぜんけい

⑦校しゃ全景

⑦かね

112 

かん おにがわら

⑦げん聞の鬼瓦

おにがわら

⑦鬼瓦



みんなで家から古い道具をもちよりました。
ぐ むかし

古い道具から昔がみえてきます。

⑦みの・かんじき ⑦電話・ワタ〈り機

⑦しゅろたび・わらぐっ ⑦てかぎ・木づち

⑦み・ふるい

⑦ランプ・そろばん・おの
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むかし

昔のくらし
むかし べんり ぐ

昔は今のように便利な道具はありませんでし
ぞく

たが、家族みんなで夕食を食べたり、協力し

ながら仕事をしたりしていました。そんななか
ぞく

に家族のあたたかいふれあいがたくさんみられ

ました。

まさかずくんのおばあさんの話

子どものころ、ごはんはこのかまどで

Lc\../"、 ~~I たいていました。朝ごはんを食べるま

で3λ了でにぞうきんがけやi高のはきそうじ
¥りI) 

¥./' をして、学校へ行きました。

タごはんはお父さんが仕事からかえってくるのを

待って、みんなで食べました。

夜は|つの電球の下できょうだいそろって勉強し

ました。お父さんはわらぞうりをあみ、お母さんは

つくろいものをしていました。
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しりょうかん

⑦きょう土資料館

115 

かん

きょうどしりょう館をたずねて
かみいしづ かん

上石津町にあるきょうどしりょう館に行って

みました。
むかし

たく さんの古いものがあって、 昔の〈 らし

のようすがよくわかります。

みんぐ・

かんちょう

きょう土しりょう館の館長さんのお話
しぜん

私たちのきょう土は自然いっぱいの

山のまちです。
むかし

ここで昔の人たちは何を食べどんな

くらしをしていたのでしょうか。
あつ ぐ

しりょう館へ集められた古い道具の一つ一つには、
むかし

昔の人たちが生活をよくするためにどんなちえをし

11'り、 どのように努力したかというあしあとがよ

くわかります。

⑦いろり

みんぐ

⑦民具のいろいろ ⑦民具のいろいろ



2まいの地図をくらべて

これは今から 100年くらい前の笠郷のようす

をあらわした地図です。今のものとくらべると

いろいろなことが分かります。
てつどう

・鉄道がしかれています。

・田がきちんどせいりされています0

.道路がふえています。

2まいの地図の聞の100年間にくらしのよう

すがどのように変わってきたのかを調べること

にしました。

⑦100年前

『

の

一

し

0

0
一

ら
つ
わ
↑
一

く

う
か変
一

「

n
，

』

」

⑦今
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明治時代

調べる計画

くらしのようすのうつりかわりを調べるには、

いつごろのこどを調べたらよいか、話し合いま

した。
てつ

・鉄道がしかれたころのようすが知りたL、0

.お母さんが子どものころにこう水で家が水

につかったど話してくれました。 そのころ
しら

のことを調べてみたい。
べんり

・新しい道ができてどても便利になったど思

うけど、そのころのことが知りたL、。
ぴょう

いつのこどかわかったものから年表にせい

りして、 どのくらい古いことかたしかめました。

|大正時代| 日否 和 時 1¥ 

100年1前 1 刊年1前 1 初年1前 1 70|年前 l 回年1前 1 50|2手前 40年1前 1 301年前 1 20年|前 | 10|年前 | A 

|……|L  | lu|あき fのヤ L| |わたLfuL|

の 養木 れ集 国 非庁
つ 老 主‘主h主王 学 ひ中 道 校
び 室失 の 校 害ご ー 4E2 b 

だ 道新 lま をう 五 h'> 
L 、 (校 国 受雨 ノ¥ J士E
じ 養舎 民 け - 号 成
し 老が 学 るL、 h' す
ん J(士 校 。せ 開 る
の 池成 ど わ 通

。

た 野す 名 ん す
め 問 る を ぷG‘p る
校

) 。
あ 風

。

% h'> 勺 てー
h' 開 た 牧
- 通 め 田」

わ す る }I] 
れ る

。 h'> 
る

。
ー

度
切
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むかし ようろうえき

⑦昔の養老駅

ょうろうてつどう

養老鉄道がしかれたころ (80年前ころ)
てつどう

人力車

わたしたちの町に鉄道がしかれたのは、今か
の もの

ら80年も前のことです。 そのころの来り物どい

えば、 入力車ぐらいだったそうです。
まきだ いび

また、 このあたりは牧田川、揖斐川など大き
の もの

な川が多〈、船も大切な来り物だったそうです。
じ

多くの人はいつも歩いて用事をすませていたの

で、 少しでも早〈行きたかったそうです。
のうか ぴっちゅう

ほとんどが農家て¥田をたがやすのには備中

ぐわをイ吏いました。 いねからもみをとるのもみ

んな人のカでやったそうです。
もの

はき物はわらぞうりゃげたでした。子どもは
きもの き

着物を着て、女の人はもんペをはL、ていました。

ぎょう

@音楽のじゅ業 ⑦校しゃ

訴".

子どもたちのあそび
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@ほり回

日

d 
-・EJ j時掴.
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王ぶIふ.必:VLir-11

一l

せんそう

戦争があったころ (50年前ころ)
おおがき

となりの大垣市は 1945年に 6回にわたってア

かさごう

⑦空からみた笠郷

たくさんの家メリカぐんのくうしゅうをうけ、

家が人h"なくなったりしました。がやけたり、

つ

に

か

一幻
争

わ

叫
戦

こ

が

も

人
て

の
ど

ん

て

さ

見

く
を

た
の

も

い

‘

勺

z
s
'刀

明

日一
老

が
M
養

・空のレU4J
 
て、え

+
む

たそうです。

なくなった人もいます。ノj、学生はぼう〈行き、

小学校のまわりうずきんをもって学校へ行き、

にもたくさんの'1'う〈うごう h"ほってあったそ
とうきょう おおさか

東京や大阪からもしんせきをたよっうです。

そうてたくさんの人がそかいをしてきました。

L 、う人たちでけ、学校の教室もいっぱL、になった

そうです。

はいきゅうせいで食べるものも
ふく

なかなかなくて、月良なども少なかったそうです。

そのころは、
⑦子どもたちのあそび

戦争に行きなくなった人の数

養老町全体 8I 4人

( I 2 4人)
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つ 9
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4伊ぃ
午警:
学用ん
J..，、

+先口

と風

(35年前ころ)

2度(集中ごう雨・いせわ

土この後、

それまであった固など

いせわん台風がきた二ろ
しょうわ

昭和34年には、

ん台風)の水害におそわれました。
かいりょうじぎょう

地改良事業が行われ、

がすがたを消し、今のようになりました。

それまではめずらしかっこのころになると、

た白黒テレビをもっ家庭が少しずつふえてきま
しゅうらく

それでもまだ集落内に 1'"'-'2けんぐら

テレビの

した。

いだったので楽しい番組がある時は、
あつ

ある家に集まってみせてもらいました。

プロノマンガスがイ吏われ出し、 にた

牛や

牛や

このころ、

ーし
阿
川
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また、

ました。
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⑦まきやわらでたいたおふろ@そのニろの校しゃ



@
国
道
2
5
8
号

か

い

し

き

開
通
式

国道258号ができたころ (20年前ころ)
ょうろうおおはし かんせい ごう

養老大橋が完成して国道258号が通ったのは、

今から20年ほど前のことです。この道路ができ
おおがきぎふくわな へん

大垣や岐阜、桑名へ行くのに大変
じゅう

会社や住たく、

たおかげで、

お庖なとやがてやきべんりになり、

てきました。

このころになると自動車やカラーテレビをも
てい

つ家庭が多くなりました。 れいぞうこやせんた

くきなど電気をつかった道具がふえてきて、 そ

のおかげで家の中のしごとが楽になったそうで

す。
のうぎょうきかいか う

農作業も機械化がすすみ田植えきやコンパ

とてもしごとが楽になりました。インも入り、

⑦そのニろの小学校

笠郷地区の世帯数の移り変わり

!W 323436 3840 424・46<18 50 52 54 56 58 60 6 2 ~子
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むかし

昔さがし

人びとのくらしのうつり変わりを学習して、

みんなは自分たちのまわりにある古いものにき

ょうみをもち、調べてみたくなりました。
う だじようあと

「ぼくの家の近くに 『宇田城跡」 というかん

ばんI.J"たっているよ。」
ぞうぴざん むかし

「象鼻山には 『こふん』 どいう、昔の人のお

はかカどあるらし L、よ。」

たくさんの意見が、みんなの中から出てきま

した。そこで、近くにある古いものさがしの計

画をたてました。

園~・・v
ヨ磁波，~.恋縦一 司
円・曹司止 闘晴牌帽Btゅ.

守拠lIIl前日l1lilIIOI.l':l削滞"と . 

蝉~幸福斜 I
Lzミネ九

、け2
3
1
4

‘、

~ちいきの1

| 古いもの1
| さがし l 

ぞうぴざん

⑦象昂山のこふん⑦

日

う

だ

U
ょ

う

あ

と

ぽ

ん

@
字
国
城
跡
の
か
ん
板
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むかし

昔さがしに出か

古いものマップをつくろう

このあたりに

見学の計画にしたがって、
かなや

「金屋どいう名前は、

，刀人ブ匂す中ゲ」

O

M
川
/

た

く
し

づ

ま
ω
物

け
い…
金 てコたくさんいたので、

いた地名だそうだよ。」

みつけたことを見学メモに書き入みんなは、

古いものマップをつくりました。れ、

ひょし れきし

@日吉小歴史マップ

えど

江戸時代はじめ
かなや むろまち

金屋は室町時代から、
かなもの

金物をつくる人が、た
みの かね かなもの

くさんすんでいて美濃の鐘などの金物を
かなや

そこから金屋どい

かなやいも口@ょ口ゅう あと

@金屋鋳物師居住の跡の石ひ

@ 

のころにかけて、

つくっていたらしい。
ちめい

う地名がついたといわれている。

⑦見学してわかったこと
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まつ しら

祭りを調べる
ひょしまっ

「日吉祭りで、 ぼくたちの町内は、 おみこしを

かついだり、 女の子が、 舞をまったりします。」

「わたしたちのところでは、
かぶき

やま

草山h"出たり、

も歌舞伎がえんじられたりします。」

子ど

このように主也区によって、 いろいろな祭りが
まつ

あることがわかりました。 その祭りには、 ほう
しあわ ねが

作や人びとの幸せを願う気もちがこめられてい

るこどがわかりました。

⑦祭り

@祭り⑦

かぷき

⑦子ども歌舞伎
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くらしとごみ

くらしの中でいろいろなごみ1;'-出ます。どん

なごみがどれくらい出るか |週間分のごみの

量や種類を調べてみました。

|週間でたくさんのごみが出ます。ごみの種

類も多いです。
てい

家庭からは、このほかに、テレビゃっくえな
ふく

どの大きなごみ、新聞、ざっしゃ古くなった服

などもごみとして出しています。

ゐまさんの忠

δ凸5凸δδ 箇箇曾自
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一

EL--------

一とよし・・・

一

み

み

ら

・

・

・

一
ご
す住

く

・

・

・

てい むかし

家庭から出るごみは、昔どくらべて、ずい
しゆるい りょう

ぶん種類や量がふえてきました。
あつ

わたしたちのまちで|週間に集められるもや
ゃく

せるごみの量は、なんと 4トントラックノ約26台

お

分の 102トンでしたD これにもやせないごみも
そう

入れたら想ぞうもつかないほどの量になり、

どろくばかりです。
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あつ

ごみの集まるところ
しゅうせき

家から出されたごみは、ごみ集積場へ出し

ます。

もやせるごみともやせないごみは、ちがう日

に出すようになっています。また、もやせない
しゆるい

ごみでも、その種類によってちがう 日に出すよ

うになっています。

しゅうせき

集積場の世話をするおばさんの話

もやせるごみともやせないごみと分

けて出すようになっています。また、

あきかんやあきびんなどはち1;"った日

に出すことになっています。

でも、しゅうしゅう日いタトの日に出す人がみえて、

犬ゃからすなどが食べ、ふくろをやよりちらかして

しまいます。また、ごみ.-);~ くろのロがしっかりしめ

てなかったり、ごみ... );'くろにム¥れすeに出してあった

りしてあります。さらにもやせるごみともやせない

ごみが~ ¥っしょに入れてあったりして本当にこまっ

ています。

場
立
積
川
集
l

みご
ワ
@
じ

"¥一号且‘ し
ゅ
う
せ
き

@

集
積
場
の
か
ん
板
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ごみの集め方

家庭

129 

しゅうせき

ごみ集積場は、地いきごとに決めてありま

す。
てい

どの家庭も、ごみの出し方に気をつけていま

す口また、地いきで話し合って当番を決めて、

正しくごみが出されているかたしかめたり、ま

わりをそうじしたりしています。

台所ごみ，紙くずなど =') 
※生こ'みは水をよくきって'-()------o-"

qqc争巴;>c争E争qc令qc争qqqc令E争qqq

情》

l t脅そうセンター l

百00川
向~OD~阜l

I ð~\!t:亙

明五ぺ司hl
/1 -j 官

ピン，板ガラス，電ままなど 骨骨骨

額融器具象闘品など じミラ
q 

※収集しないもの ~ 1¥ 
(古タイヤ，オートパイ，農機具，ピニル製品など) 骨骨骨 11

吉岡田町

ンボール，衣類など

⑦あきびんをわける



しゅう

ごみしゅう集車

あつ

ごみを集める
しゅうせき

集積場に出されたごみは、
あつ

や町のトラックが来て集めていきます。 町のト

リサイクルできるしげんごみのあ
あつ

あきびんを集めます。

ごみしゅう集車で働いているおばさんは、
おも

重いごみをよいしょと持ち上げてあっという間

ラックでは、

きかん、

に車に入れてしまいました。

たくさんのごみを車に入れて
しゅう

L 、けるのは、ごみしゅう集車にひみつがありそうです。

こんなに速し

1 

@取委f車のしくみ

130 
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しゅう あっ

しゅう集車がごみを集めやすいように、

ごとにごみを出す日や時聞が決められています。
しゅう どお

しゅう集車がたくさんの地いきを時間通り
へん

にまわるのは大変です。

主也L、き

時間通りに回ろうとしていますが、

出し方/ytきちんとしていないこと I;{あ

むだな時聞がかかってしまいます。

しゅう集日いタトの日に出してあると、
あっ

集めに行った時に

、

阿
川
J

中の生ごみカずくさ ってしま って、

ふくろ1;'"-や... ~ ~~れてしま っ たりしる治ごとびちったり、

その上ぐん手をして、してこまることゑfあります。

かみそりゃガラスがにゴム手~): <ろをして いても、

けがをしてしそのままふくろに入れて出されると、

まうことが‘あります。

平成6年度ゴミカレンダー(養老地区)

5 月

日 月 火 水 木 金 土

|② 3 4 5 6 7 

8 ⑨ ¥O 11 ⑫ 13 14 
15 ⑮ 17 ⑬ ⑬ 20 21 

22 @ 盆 25 @ 固 28 

29 @ 31 

4 月

日 月 火 水 木 金 土

2 

3 ④ V 6 ⑦ 8 9 
10 ⑪ 12 ⑬ ⑪ 15 16 

17 ⑬ ，ul. 20 @ 22 23 
24 @ 26 27 @ 29 30 

マ しげんゴミ(アキカン)

ム しげんゴミ(アキピン)

0もやせるゴミ
Oもやせないゴミ
口そ大ゴミ
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せいそう そだいはいぶつ り

清掃センター・粗大廃き物しょ理センターに

行こう
し申う あっ せいそう

しゅう集車で集めたごみは、清掃センター
そだいはいぷつ り はこ

や粗大廃き物しょ理センターに運ばれます。
ょうろう かみたど ありお

これらのしせつは、 養老町上多度地区の有尾

にあります。

132 



もやせるごみは

ヨネすところ

133 
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⑦はいを運ぶ

134 



もやせないごみは

ぬ ゴミをおしつぶし
りょうをちょうせい
しながらおくる

そだいはい ぷつ η 

⑦粗大廃き物しょ理センター

⑦クレーン
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じせんき

⑦コンベアー

互い

。
軒。野
。
箆)

⑦ホッパー
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これらのしせつは |つの町でつくられてい
せいそう そだいはい

るのでなく、清掃センターは、 5町で、粗大廃
ぷつ り

き物しょ理センターは|市 11町がお金を出し合

い、協力して、ごみのしょ理をしています。

いハj
ごみしょ理しせつを利用している市町

|南濃清そうセンター|

養老町、上石津町、海津町、

平田町、南濃町

|西南濃そ大はいき物しょ理センター|

養老町、上石津町、海津町

平田町、南濃町、大垣市

垂井町、関ケ原町、墨俣町

神戸町、輪之内町、安八町



りしせっ くふう

ごみしょ 理施設では たくさんのごみを工夫

しながらしょ王里しています。
せいそう

清掃センターでは、うまくもえるように コン
ちょうせっ ゅうがい

ビュ ーターで調節しています。また有害なけ
くふう

むりが出ないようにも工夫しています。それで

もなかなかうまくしょ理しきれません。

おじさんの話

もやせるごみともやせないごみがま

じっていてこまっています。あなをあ

けていないスプレーかん1;"-しょうきゃ

くろでばくはつすることもあります。

また、プラスチックなど石油せい品が、ふえてきて、

もやす時に高い熱を出します。

こうしたことで、しょうきゃくろのいたみがはげ

しくなり、私たちもきけんを感じることがあります。

ごみの量もだんだんふえて、しょ理しきれなくな

ってきてこまっています。物を大切にし、使えるも

のは使い、自分でしょ理できるごみはしょ理し、ご

みを少なくするようにしてほしいです。

⑦はいを集めるそうち ⑦高いえんとつ
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つづ

ふえ続けるごみ

ごみの量が年ごとにふえています、 10年で2

イ告にふえています。

ごみのしょ理にはたくさんのお金がかかりま

す。今のしせつはL、たみもひどくなってきてい

ます。また、 しょ王里す るカにもかぎり治ずありま

す。新しいしせつをつくるには、とてもたくさ

んのお金がかかります。

わたしたちが少しでもごみをへらしていかな
へん

いと大変なことになります。

ごみの量のうつりかわり も判るごみ口 もやせい付ゴミ.

17，OOOt 

15，000t 

トーー『 トー一一 t-- トー一 ト一一

ト一一 ←一一 ←ーー 十ーー 「一一 十一一

トーー ←一一 ←ーー 「一一

t-- ト一一 トーー 十一一

10.000t トーー トーー一 ←ー一ー 十一一

ト一一 トーーー一 トーー トー一

トーー』 ト一一 ト一一

6，000t 

量 昭56 57 58 59 60 61 62 63 平元 2 3 4 5 
年 和年 年 年 年 年 年 年 年 成年 年 年 年 年

@
ご
み
の
山
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ごみを見直そう

ごみを少しでもへらそうという動きが出てき

ました。 これまでごみとしていたものの中には、

しげんとしてもういちど利用できるものがたく

さんあります。 どんなことに気をつけていけば

よいのでしょう o
ひん

・はい品回しゅうで新聞やざっしなどを回しゅ

うする

-なまごみをひ料にする

-あきかんやあきびんを回しゅうする

-牛にゅうパックやトレーを回しゅうする
っか じっか

・使えるものは大事に使う
てき もの

・計画的に買い物をする

⑦ トレ一回しゅうボックス ⑦なまごみをひ料に
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ごみのげん量化をよびかけるポスター
H
h
H
H
 

い環境みんなの努力

甫濃清掃センター

燃えないものは、ゴミの中に入れないようにしましょう.

きき
まa
7ミた
昨日、に

ごみを出すマナー

よく7)くをきって

分
別
し
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ご
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飲んだり手をあらったり

水

が

る

と
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わ

人

立
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さ

す
右

く

め
養

た

する水は地下水です。

養老町は地下水がゆたかで上水道にも使われ

ています。

上水道給水量
(lOOOm') 
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機
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 同d
，，

水げんが3つあり、ょっ。

てい

いど水や谷の水を利用している家庭も

います。

また、

あります。

第1ポンプ場から

水が送られるはんL

第2ポンプ場から

水が送られるはんL

第3ポンプ場から

水が送られるはんし

悶
凶
悶
凶
同
一
日

、
'i 
t 
、ー、、

・ 喝、
、
、

⑦皆殺官議ポンプ場

⑦第1ポンプ場

かしわ おぞうあっ

⑦柏尾増圧ポンプ場
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ポンプでくみあげられた地下水は、消ど〈
はい ち

されて配水池にたくわえられます。
かん

そこから地下にうめられた水道管を通って私
おく

たちの家や学校、工場などへ送られていきます。

しょう きかい

⑦ 消どくする機械

各家伝八

配水 3也

水道官

井子一薬品歪入~ ~ùk;r: 問d刀。ー』オd量管→各家彦
CW"珠)



むかし

養老町は地下水にめぐまれ昔からいど水や谷
し りょう

水を使ってきました。しかし、水の使用量は、

井戸水が出なくなったとした、いにふえてきて、

いつも水が使えるように上水

ころもあります。

そこで町では、

道をつくりました。

目置 昭 .g 
、、 和 和 和

Ji 五
+ 十 十

つ Ji ー'"、
2手 S手 S手

1]< ar 上 上 よ
養老道井川 営 Yド y且 水

が戸の 1，. 道 道 道 四丁

なか水 ん IJ' 品ご キリ の
からを L、

i也 用 よ

お
つ水よ F主

辺 事老
量 水

たを〈 道 IJ' 道

も
こ〈使 IJ' 笠 町 年 キリ
ろみつ 郷 全 々 周

な
上 て 大

広
体 .)・ 家

If ¥、 場 え 庭

』

てた
幡 給 続 li 、、。 'l、 上 水 It 

ど た-
坪 f を て 五

度 虫告 、、 十

地ζ 大 会也 め る 四

4善 区 た % 
勺

てー
て・ 給 あ.. 水 る

た を
長主

め
た

水
道
の
う
つ
り
か
わ
り

今みたいに水道がなかったころは、

で水をくみ上げて「つるべ」井戸から

ロ一回一回カを入れて、いたんだよ。

ープで引 っぱり上げてはバケツに入れ
へん

おふろの水入れは特に大変だかえしていたんだよ。

ったんだよ。

夏はとても冷たくて気持ちがよかっ井戸の水は、

たまにはか大雨がふるとにごったり、けれど、た。

近くの家にそんな時は、れてしまうことh'-あった。

に行ったりしていたんだよ。

本当にべんりな世の中になったもんだ。

「もら L、7J<.J 
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たくさん使われる水
かみいしづ の

上石津町の人びとが、飲んだり手をあらった

りする水は、山や川からひいてきています。
とき えぽしだけ なが まきだ

時地区では、烏帽子岳から流れてくる牧田川
ゆた つか

の豊かな水を使っています。

水道の使用量(時地区)

(単位:1 000 d) 

@
水
の
使
用
量
を
調
べ
る

平成元 平成2 平成3 平成4 平成5
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水はどこから

あなをあけたパイプを牧田川の川ぞこにうめ
おく

こみ、そこから水をくみあげてじよう水場に送

っています。
くふう

そのどちゅうで、こ、、みが入らないように工夫

しています。

ときじようすいじよう

時浄水場のしくみ(時山)

⑦①すなろか機

① 
砂ろ過機

かん

⑥②ヒューム管

⑥ 
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@③じよう水場

めヲきん

@⑤滅菌室

149 

しょう ち

じよう水場では 水を消どくしてじよう水池

にたくわえます。
かん

そこから水道管を通って私たちの家や学校、

工場などへ送られてきます。

⑦④じよう水場へきた水

⑦⑥水道管



今から30年前まではいとやや谷川の水を使って

えい生雨がふるとにごったりして、

時地区では、

いました。

しかし、
てき

的でないこどもあり、 上水道をつ

くりました。

いんりょうすい

約30年以前は飲料水、

水、洗た〈水は井戸や谷川か

ふろ

風呂

て

。

の

レ
自
民
/
、
、

た

近
、
+
品

て
糾
菜

つ
や
野

使

た
て

い
つ
っ
と

の

ら

土

そして井戸水て。洗った。

雨がふると土や砂がまざっ

てにごり、飲むのにとてもこ

洗い、

⑦谷水をひ〈

まったもんだ。

一番こわかったのは、病気

ど火事だよ。

150 

日吉 Bg 日否 Bg Bg Bg 
和 和 和 和 和 和
29 34 39 40 52 55 
年 年 年 年 年 年

弁 細? 上2 百科イ主日 時 j争5 統i(
戸 野の 簡 山 やま 古m;うろ 簡 すう ぷE2k 5 

簡 易 簡 〈 易
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いらのぜ

@一之瀬ダム
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水と私たちのくらし

水は、私たちのくらしにはかかすことができ

ません。

時地区は、水にめぐまれたところですが、む

だづかいせず、大切に使っていかなくてはなり

ません。
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おそろしい交通じこ

「どうしてこんなおそろしいじこ
お の

が起きたのでしょうか。中に乗って

いた人はだいじょうぶでしょうか。」
ょうろうぐん

養老郡の交通じこは、 1992(平成
お

4)年には177けん起き、 8人がな

くなっています。
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けいさつしょの見学
お

じこが起きるど サイレンをならしてパトロ

ールカーがすぐにかけつけてきます。

けいさつしょには、どんなしせつがあって、
しごと

どんな仕事がされているのでしょうか。養老け

いさつしょに見学に行きました。

ぜっ

⑦説明を聞く

153 
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⑦見学のようす



けいさつの努力

けいさつの人はL¥ 

。

に

す

め

ま

た

い
ぐ

て
せ

し

、
心
+
ゲ
」

を

カ
こ

ど
努

じ

な

通

ろ

本

八

い
ろ

にはきけん15日)目、

てつ立

日

ろ
路

の

道

全

や

安

点
通

さ
差

ホ
ヘ
ホ
八な

(毎月|

じこぼう止をよびか

交通安全教室に行って交通ルールを教けたり、

@
交
通
安
全
教
室

@
交
通
指
導

えたりしています。

交通マナーやルールの話をします。

また道路にせいげんそくどや一時て

いしなどの道路ひょうしさをつけた
おう しんごうき

り、横だん歩道や信号機をつけて、

歩行者が安全に道をわたれるように

したりします。
ぉ

交通じこを起こさないためには、

車1;"-スピードを出しすぎないことで

す。そのため、スピードいはんのと

りしまりをしたり、シートベルトを

しめるように運転者によびかけたり

して、少しでもじこが「へる ように努

力をつづけています。みなさんも、

交通ルールを守って、安全な生活に

，心 1; "けてくださ~¥。

けいさつのおじさんの話
ぉ

交通じこが起きると、

ノマトカ一、 じこしより

車だけでなく、救急

車、消ぼう車、さぎ-ょう工作車やレッカー車など、いろ
いろな車が出動します。そしてじこ
げん たす

の現場では、けが人を助けたり、交
せい しら

通整理やじこの原いんを調べたりし

ます。このけっかをもとにして、交
お くふう

通じこが起きないように工夫をする

のです。

たとえば、みなさんの学校の交通

教室や会社、地いきで行うこう習

会では、じこのおそろしさを知って

もらったり、じこにあわないための
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交通じニの原いん

車ど車がぶつかるじこが多いです。でも、車
てん

ど自転車、車ど人どがぶつかるじこも多くなっ

ています。
ふちゅうい

じこの原いんは、不注意やハンドルそうさ

のあやまりによることが多いです。子どものじ

この原いんは、とび出しが多いです。
お

じこは、いろいろな場所で起こっています。

交孟じ3この切るいとじ‘ごめ万脅し1ん
けん

O 50 100 150 200 (イ牛)

章 三転 ~ 車
と

と Tゴ‘ と

j宇
自 1; 人マ

(100 ) 名物) (23) (14) 

い ふ目ム。J えあ E ハ さを
r.f 

τー
./ 

ず μ ヵ、主 あド'
，よ 、々、 の ベ?Iレ

む
の作

rごく
fTご1量?削)

多)( 並立
見 ヲラ し

1 で(l?4) fて有

(zz) (II)(~X?) 航叫

ぐ平丸4~手度中の交孟どごのあらま1 ン養老 Ir~\1フ管内〉



道路の安全しせつ
ろ きょうおう

道路には、歩道橋、横だん歩道、カーブミ
しんごうき お

フ一、 ガードレール、信号機などじこを起こさ

ないためのしせつが多くあります。

また、 一方通行、ちゅう車きん止、時間せい
の くふう

げん、車の乗り入れきん止などさまざまな工夫

がされています。

⑦カーブミラー

⑦歩道橋

百号)
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じこが起きたら

110番に電話をかけると、
しれい

岐阜県け L、さつ本

部の通信指令室につながります。 そこから近〈

のけL、さっしょや交番、 ノマトロールカーに知ら
しょう ぴょういん

せます。 じこによっては消ぼうしょや病院な

どにも知らせます。

1 1 0番のかけ方
あわてず、落ちついて次のことを正しく話して下さい。

何があったか(じけん・じこなと)

いつ (はっせい時間)

どこで (栂所、目ひょうなど)

けが人は(ひがい者・ふしよう者〉

はん人は(人数・にんそう・ふくそうなど)

はん人の車は(車の名前・ナンバー・ほうこうなど〉



歩行者の安全を守る
てん の

歩いている人や自転車に乗っている人のじこ
お

は子どもやおとしよりに多〈起きています。
しや てん の

歩行者や自転車に乗る人が安心して通れるよ

うにと、車道ど歩道を分けたり、えん石をつく
しんごうき

ったり、信号機をつけたりしています。

⑦歩道橋
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あんない1Iん

⑦案内板

⑨新しい道路

159 

車の安全を守る
ろ

新しい道路をつくったり案内板をつけたりし

て、車の流れをよくし、 じこを少なくしょうど

しています。
ろ ひょうじばん

また、 道路の上に電光表示板をつくって交

通安全をよびかけています。

⑦電光表示板

W 
~ 



交通安全協会の努力
さ ふくき

交差点に黄色の服を着た人が立って、 安全を

よびかけています。交通安全協会の人たちで

す。
きょう

交通安全協会は、 地いきの人たちでつく 勺

れています。そして、 交通安全のためにけL¥さ

っと協力して活動しています。

⑦養老地区交通安全協会の総会(5/27)
ほうれいこうし・うかい
⑦法令講習会

わたしたちは、交通じこをふせぎ安全で住

みよいまちづくりをめざして活動しています。
ろ

・道路での交通指導

交通安全の目、交通安全運動の期間、祭り、

その他の行事の日

-子どもへの交通安全指導

通学道路での指導、新|年生にパンフレツ

ト・ランドセ/レカノfーを自己る。

⑦交通安全品う会品人部の活動(7/12)

-おとしよりへの交通安全指導
〈ば てい もん

夜光たすきを配る。家庭ほう問

・そのイ也
おう

カーブミラーをたてる。横だんまくやかん

4震をつける。ちらしを菌己る。

160 
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へらないじこ

交通じこをなくすために いろいろ努力して

います。それにもかかわらず、じこがへりません。
きいきん

最近では、車のない生活は、考えられなくな

りました。車の数もどんどんふえています。

今まで以上に、みんなで協力して、安全な

まちづくりを進めていかなくてはなりません。

(件)

1 5 0 

1 0 0 

5 0 

。

2万

1万5千

l万

5千

。

交通じニ(人身)件数のうつりかわり

，-
88 

「一一「

165 

1965 70 

，.-
110 

「一一回

87 

「司一一

128 

「一一ー-

155 

75 80 85 90 

l'  
177 

r-
151 

92 93年
(昭和40)

〈養老けいさつ管内〉
(平成5年)

1965 
(昭和40)

養老町の自動車の数のうつりかわり
〈中部運輸局、岐阜支局〉

16618 

13238 

10417 

6628 

70 75 80 85 90 

22575 

92年
(平成4)



じ

おそろしい火事
じ さん

火事は、家やざい産だけでなく、ときには、
いのち

人の命までもうばってしまうことがあり、どて

もおそろしいものです。
ょうろうぐん じお

養老郡でも、毎年何けんもの火事が起こって

います。

起こった火事の数

件

45 

40 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

O 
昭
和
五六六六六
九 O 一二三元二三 四五
年年年年年年年年年年

総出火件数

¥yr--

平
成

じ

火事の原いん

- 可
! じ 1

~火事を | 

ふせぐ l 

h d 

油
疑

こ
火
び
ら
・

ば
き
遊
ぷ
火

た
た
火
天
放

口
図
協
冨
悶

件

五
年
四
年
三
年
二
年

成

元

年

六
三
年

六
二
年

六
一
年

六
O
年

昭
和
五
九
年
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しょう

学校にある消ぼうせつび
しょう

学校の中にはぼう火や消火のためのいろい

ぼう火せつびには、火さいほう知機・ぼう火
かん き

・けむり感知機などがあります。
しょう き しょう

消火器・消火せんなど

ろなせつびがあります。

シャッター
しよう

消火せつびには、

みんなで図にまとめました。
てき

これらは火さい発生にそなえて、計画的にあ
はいち

ちらこちらに配置されています。

治どあります。

⑦せつびを図にまとめる

⑦学校の中の消火せん

晶、.

J
a
r
 

-
F
 e
 

ポ

⑦jH火轟

躍圏

1.:..しんき

⑦火さい受信機
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しょう

学校のまわりの消ぼうしせっ
しょう

学校の中と同じように消学校のまわりにも、

ぼうしせつがあります。

消火せん、ぼう火水そうなどがあちこちに

すぐに消火できるようにと考えてありあり、

それらは赤や黄色にぬられていて、また、ます。

よく目立つようになっています。

しょう すいり

⑦ 消ぼう水利

⑦ 消火せん

学校のまわりの消ぼうしせっ

164 
⑦ぽう火水ぞう
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消ぼうしょ
ぷぷん

養老町には、養老消ぼうしょと南部分ちゅう
しよ かみいしづ かみいしづ

所、上石津町には上石津消ぼうしょがあります。
じ

火事の知らせが入ると消ぼう
いのち さんまも

との命やざい産を守るために、
しょう どう

カして消火活動にあたります。

び

け
協

人

き
と

は

人

人

の

の
ミ
』

よ

い

し

ち
地

v 

1 

⑥聾老 j恥ぅしょ見学のようす

なん..，ぷんちゅう口ょ

⑦南部分駐所

165 



げ くふうど

早く消すための工夫や努力
ぴょう

119番通ほうから、出動まで、わずか20秒ぐ

らいしかかかりません。こんなに早〈出動でき
ふく

るのは、消ぼう自動車の手入れをしたり、服

を着たまま休んだり、出動くんれんをするなど、
くふう ど

さまざまな工夫や努力をしているからです。
ぴょう げ

また|秒でも早〈消すために24時間、電話
しょう

IJ"~:かかるようになっています。 消t:f"うしょの

人は交たいで24時聞きんむをしています。

⑦:訴まう自説車の手入れ ⑦ロッカー <ID<んれん

まえむ しょう rぅ

⑦前向きにとめてある消ぽう自動車

⑦当番表

166 
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消ぼうしょの心ぞう部
う ようろうしよう しん

119番通ほうを受けた養老消ぼうしょの通信
しれいしつ けいさつ

指令室では、電力会社・ガス会社・病院・警察

などにすばやく連らくして協力してもらいま

す。
ぶ じよかみ

また、 養老消ぼうしょ ・南部分ちゅう所・上

石津消ぼうしょが連らくし合ったり、
ふわぐん

おおがき

大垣市や

不破郡の消ぼうしょとも連らくをとり合ったり

して消火活動をしています。

(品諒部u
p 

つうしんし れいしつ

⑦通信指令室(聾老消ぽうしょ)



しょう

消ぽうだんをつくっています。

しょの人たちに協 力し て、 消火活動や

ぼう火活動を しています。

斗
l
叫

ん

で

・圃

'九

R
U『

+'h
ぐ
予
mv

う

す

右

う

う
ぼ

日
養

う
ほ

J

出
同

t
火
円

、iu
、‘，，

・1』、、，，.

⑦消ぽうだんの倉庫

おじさんは、昼間は会社につどめていて、
ぉ

夜、消火〈んれんをしたり、時には朝早〈起
どう れんしゅう

きて、出働の練習をしたりしています。

サイレンがなると、仕事のど中でも消ぼう
ぞうこ り

倉庫にあつまり、火事のと中でも消ぼう倉庫

にあつまり、火事のげん場にかけつけます。
きょう

そして、消ぼうしょの人たちと協力して火

を消しどめるのです。

火治ご消えても、また、もえだすこともある

ので、ひとばん中、香をすることもあります。

おじさんたち消ぽうだんは、水ぼうの仕事
ごう えつき

もしています。 IqqO年の台風Iq号では、;エ月

のていほうが切れました。夜中の 2時に、げ

ん場にかけつけると、水がふえ、ていぼうが

半分くずれていました。強い風ど雨の中で、

ひっしに土のうつみや〈いうちをしました。

朝になり、ょうやく水が引きはじめました。
がい

つかれてへとへどだったけれど、水害になら

な〈てよかったです。

168 

⑦消ぽうだんのくんれんのようす

@消ぽうだんのおじさんの話



⑦消ぽうフェスティパル

169 

火事をふせぐために
じお

火事を起こさないようにすることが、 一番大

切です。
しょう しよう しよう

消ぼうしょや消ぽうだんの人たちは、消ぼ
しゅう ひら

うしせつを点けんしたり、 こう習会を聞いて

ぼう火をよびかけるなど、 いろいろな努力をし

ています。

ひなん

⑦避難〈んれん



多すぎて

わたしたちのまちは、

がたりなくてこまったり、

苦しめられたりしてきました。

170 

が
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@
昭
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年
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大
水
害



①ため池づくり
かみいしづ たら

上石津町多良地区の地図を見るど、山あいに
あなの

大きな池がいくつかあります。これらは「穴野
なかの おくだ

のため}-中野のため}-奥田のため」どよばれ、

谷をせきとめて水をためた人エの池です。

農林水産省補助事業
岐皐』陣営

ため池等整備事業

4 ..'"，へ〈長
判、/以f、.3
ベ ー '/. ~.旬、

，111 
J山、い‘山 tい1 い，.".ヲ正 且也也白 f~加7北也 ご=! :: /刈 ι 

ぷ/仇川1l//，μ川〆〆"，111，μ〆〆〆，μ〆，111.μ川J川，三μ/巷忌Jぜ斬可吟i t'、、川川、h、\\\'、刊〆、や、fよ~/ 努L
i ... _.:三 \、組 元 .//~_ ，/ /~ " 1¥ " 

¥ :ミミ 榔 て tμ:一一

¥、、11/

⑦ため池のかん板

⑦ため池

171 



むかし たら

昔の多良
むかしたら ふ

昔、多良地区の山の方では、水不足のため米

を作れないところがありました。
まぜだいら り

馬瀬、平の土地利用図を見ると、ほとんどが

戸田であったこど治fわかります。
まぜ

馬瀬の人びとは、米を作って白いごはんを食
ねが

べたいと強〈願っていました。

馬瀬平に住む三輪さんの話

や

A@) 
馬
瀬
平

わたしたちが子どものころは山で焼いたすみを高

田へ持っていった。そして米と交かんしてもらった。

米はだいじなもので、白いごはんは正月や祭りの時

しか食べられなかった。

172 



だんめんず

ねが

人びとの願いと計画

そこで人びとは 畑を田にするために水をど

のようにして集めるか考えましたo
ませだいら

そして、馬瀬平よりも高い山の方で谷をせ

き止めてため池をつくり、そこからトンネル(マ

ンボ)をほりぬいて水を引く計画を立てました。

⑦マンボ

AーBの断面図 (171ページ)

I~O 

100 
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ため池づくり

工事のしごとは、

理係」

かかり ろかかりせい

「ため池係}-水路係Jr整
たす すす

助け合って進めら

れましたo

ため池係の工事は、

てつつみにする所に運びます。

工事のど中でつつみがくずれ

の分たんがあって、

まわりの山土をけずっ

それをたたいて

かためたのです。

つ
じ

の工事は、ー」めた

。

の

す

だ
田

で

いれ
奥

、

「

ノ

「

1

ふ」たつあ
+
むとた

斗
弐
』・、

4
U

K
M者

ど

か
業

つ

い

圭
U

わ

わ斗
l
'

むずかしい
けん

それでも地元の人たちが県からは

けんされた人の指じをうけ男の人も女の人も大

ぜい働きました。

じをなげたという~ 

ものでした。

大
正

5
年
)

一
九
一
六
年

(
大
正
元
年

)
q月

一
九
一
三
年

8
月

(明
治
位
年
)

一
九

O
九
年

(
明
治
犯
年
)

一
八
九
九
年

11 
月
10 
月
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マンボほり

ためj也のァ-j(を田にひ〈トンネ/レになった 7j<..lf各

を 『マンボ』 どいいます。
まぜだいら

馬瀬、平に水を引くために、 200m '""'-'700 mの

長さのマンボが5本もはられました。

ひど|人がかがんでやっと通れるくらいのマ

ンボをどのようにしてほったのでしょう。

マンボほりのようす

両がわからほってくる人が、おたがい

にはる音を聞きながら、うまくつながる

ようにほっていきます。ちゃんと水が流

れていくように高さを考えてほっていく

ことが大切です。

かたい岩にあたった時は、 |日かかっ

ても|メートルもほり進めないことがあ

りました。



広くなった田
おくだ まぜだいらはばらだいら

奥田のため池ができて馬瀬平や羽原平では、

田;]，'20イ告にふえました。

ため池

斗
寸
民

斗
セ
』て

斗

j

り

ガ
続

土ん

チ
』

し

カ

直

ど
努

+
ゲ
」

ヲ

。

ボ

いれ
守

ン

チ
」

マ

田
+品y」び人+ひ後のふ」

をふやしたりして、

山の方でも田が広が り人び

した。

こうして今では、
ねが

どの原応、通りいつでも白いお米が食べられるよ

うになりました。

(--'J予ふ〉

3まい田植之すむ.1私持ス未古

4まい回宿毛杭:.1，1、11)儲

4-;rぃ旧誼之すに111)悲

，馬瀬平め自己1K日訴

J静岡2本.(Jおのわ本ぬく.

J-!E3本ぬく.

車回2本作く.

(毎日記依があるが !J .3、〈

1:..正Lヰ(I ~ 17坪〕

晴れ|恥z千戸ぷ?よ ー1)0川 4
4flJ，);象の丸);げ鳳τも1J"よljR35手いす仁 、

卑回2本ほおの木|本ぬく. [4奪悶植t1t'.

晴れ|皐-1f.12本 11むの本|ネぬく.
この日.4下l二 11 犬1[ちボみr~ らい

義移plこ11七

島l羽2本作<.
馬頭平-iiJ.和?ある田IFfく.

晴れ|島田2本ぬく.
夜馬頬、野め配J:イ初年会主

E青れ|蜘3本 11あ洲本ぬく.
~Õ]扉と bJうふう.
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ほうれき

②ニう水をふせぐ(宝暦治水)

養老町は昔からこう水になやまされた土地て¥

こう水をふせぐための努力が続けられてきまし

たo

牧田川のていぼうを歩いてみると、こう水を

ふせ ぐ工事のあとがたくさん見つかります。
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⑦水位標柱
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むかし みの

昔の美濃地方の川のようすです。 大ノj、の川があ

はこう水

みの自のようにつながっています。
きそ ながら めんひく

こう水の時は木曽川や長良川の水は水面の低
いび なが

L 、揖斐川へ流れこんできました。
ょうろう たぎわじゅう

そこで養老町(多芸輪 中あたり)

のひ害を多くうけてきたのです。

なくなる人も多〈人

。
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わじゅう ようろうちょう

輪中のまち養老町
いび

養老町の東には指斐川、
つや

は津屋川が流れています。この三つの川のてい
たぎわじゅう

ぽうに固まれたところを多芸輪中どいいます。
たぎわじゅう fわじゅう
多芸輪中は、たくさんのノj、さな輪中に分かれ

西に
まきだ

北には牧田川、

みんなでカ

ています。

村のおひゃくしょうさんたちが、

を合わせ、水害から守るためにひっしになって

土を運んできずいたものです。

o 
輪
中
と
は
水
害
か
ら
家
や
土
地
を

守
る
た
め
に
て
い
ぽ
う
で
囲
っ
た
と
ニ
ろ
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のおさむらいです。

今から250年あまり前に、

いさんたちは遠くからやってきて、
みの ぜん なお

をして美濃地方全体の川を治して下さったので

す。

⑦平田靭負の像

⑦薩摩工事役館あと
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こう水をふせぐためには広いはんいをなおさ

ミf多くのひ用7J'-かかり、なくてはなりません。

それぞれの村のカだけではじゅつもいります。

そこで人びとは川をなお
ど どばくふ

何度も何度も幕府(そのこ

どうにもなりません。

て

、
出

、
つ
い

よ

凶
一相、

る

に

、ぇ

1
j

ら

ふ
府

も

恥
政

て

の

1
し

マ

今 やっとゆるされました。

かきまつ ぐんだい ちすい じ ねが

笠松の郡代へ治水工事を願い出た文書
みの ひがいふ

美濃の国の村々は、年々水による被害が増え、現

良い土在では低地は作物をつくれない土地になり、
ひがい

地の村々までも毎年水の被害を受け、年によっては
しゅう

収かくがまったくなかったり 半分しかとれなかっ
ひゃくしよう むずか

たりして、百姓を続けていくこどが難しくなって

きています。
ひゃくしよう

そのため、多くの百姓は土地をすててどこかへ
かな じようたい

逃げていってしまうどても悲しい状態です。
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じ

工事の計画
ぜん

工事は、河口から 50~60kmにいたる川すじ全
かんけい

Iq3の村に関係するほど大きなものでし体て¥

「ーの手」

分けられた工事に、
あせ なが

んが汗を流しました。
ょうろう まきだ

養老町では、牧田川、養老山地の谷、
つゃ いび なお

津屋川、揖斐川などが直されました。

まで四つにから
やく

約1000人ものおさむらいさ

「四の手」

た。

大き

おばた

ノj、畑nl、

ほうれき

宝歴治水のおもな工事
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じ

工事の苦労
じ

薩摩の人たちはさむらいであるため土木工事

になれなくて苦労しました。特に苦しんだのは、
ぐれ じ

「三の手」の大樽川のあらいぜき工事と、
あぶらじま

の油島のしめきり工事でした。
じ きかい

また工事は、今のように大きな機械はないた

「四

の手」

すべて人のカで行われました。
へん いのち しごと

一つ一つが大変で、命がけの仕事だったの

め、

工
事
の
よ
う
す

し
め
き
り
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
木
曽
川
に
比
べ
揖
斐
川
の
川
底
が
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
い

の
で
、
川
の
水
が
滝
の
よ
う
に
う
ず
ま
い
て
流
れ
こ
ん
で
き
ま
す
。
大
き
な
石
を
し
ず
め
て
も
流
れ

て
し
ま
う
た
め
、
古
い
舟
に
石
を
つ
み
、
し
ず
め
る
所
ま
で

λ
い
か
乗
っ
て
い
き
舟
に
穴
を
あ
け
て
し

ず
め
る
の
で
す
。
水
が
入
り
だ
し
た
ら
川
へ
と
び
こ
ん
で
に
げ
る
の
で
す
。
急
な
流
れ
の
た
め
、
命

が
け
の
し
ご
と
で
す
。
何
人
も
の
人
が
こ
の
石
舟
と
と
も
に
川
に
し
ず
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

です。

油島の工事
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工事の苦労は他にもありました。
じ ひつよう ざいりょう あっ

事に必要な材料を集める

それは、、エ

ない時は、速くから集めなければなりません。
じ ふやく

工事をかんとくするば〈府の役人は、
めいれい

てもきびしく命令しました。なれない仕事、
よてい

らない土地の人たち、予定タトの仕事、
でん びょう

伝せん病で死んだり、

くいかずはらを切って死んだ人たちなど、

近くに

実ロ

ど

どでした。
『

」ー

また、

体に
、
つ

ら

坊

さ

じ
事エ

キ
4

が弱ったり、

たく

|年3ヶ月後に工事はてつ
ト
よ

。

に

す
い

て

せ

の
ぎ

た
の

し

ん

で
成

さ

い…-pf~

\~ @ 
“船
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材
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そうぷぎょう ひら

総奉行の平
じ

多くのぎせいを出した工事のせきに
もとこや よさ

元ノj、屋(役館)でこの世を去りまし

じ

工事の完成
じ かんせい

工事は立ぱに完成しましたが、
たゆきえ

田靭負は、

んをとり、

「薩摩義

牛品てーし

チ

」

や

ち

し

た

惑

人

叫
変

の

大

ま
摩

も

れ
薩

で
の

A
7

た。

後の人たちは、
し

士」 どしてたたえ、

す。

養老町でも、毎年 4月ど 8月に惑しゃの気持

ちを伝えていくために けんしょう祭を行って

います。

せつよ〈

切腹の図
うた

⑦平田靭負が最後によんだ詞
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いけべ のこ

池辺に残る治水のあと
ひらたゆきえ ほうれきじ す し

平田靭負が、宝暦工事の問ずっと住んで指き
もとこゃ いりぺ おおまき

をどっていた元ノj、屋が池辺地区の大巻にあり、
やっかん のこ ほか

「役館あど」どして残っています。その他にも、
ょうろう のこ

養老町のあちこちに、そのなごりが残っていま
のこ しら

す。 どこ L二、 どんなふうに残っているのか調べ

てみましょう。

Uょうどざんまい ねこ U

⑦ 浄土三昧(根古地)

f! はか てんしょう口

⑦三義士の墓(天照寺)

かん

⑦かめ棺の発〈つ
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n新しい | 
-・掴!

|地媛|

| づくり | 

のうぴ

西は養老山地、東には大きな濃尾
ゆた きよ

豊かな緑ど清らかな水にめぐま

①養老町

養老町は、

平野が広がる、
しぜん

れた自然あふれるふるさとです。
え由fお やくどうとし

「笑顔あふれる躍動都市・

て

養

1
し

y」

通

さ

+
ゲ
」
ヲ
。

生

ふ
一

る

が

え
て

思
べ

に

す

り
民
主
巧

町

養老町では、

養老」をテーマに、
す じっかん

住みがL、を実感でき、

ρ、
7、

『スマイルそのために、老をめざしています。

プラン・・・行ってみたくなる町・住んでみたくな

を立ててまちづる町・住む実惑をえられる町』

くりに取りくんでいます。
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⑦来町した江西省南畠師範附属実験小学校の児童たち
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行ってみたくなる町
たききくすいせん けんえい

養老の滝、菊水泉、県子どもの国のある県営

養老公園には、全国から年間 100万人の観光客

がおとずれます。また、養老町はれきしのある
た ちいき

町です。町のょいところを、他の地域の人びと

にも矢ロってもらい 行-ってみたいなど思っても

らえるようにいろいろな活動をしています。

-養老のよさを知ってもらう。

-養老山のふもとに楽しめるしせつをいっぱ

いつくる。

⑦パークゴルフ場

f心のテーマパーク アンユージュアルランドJ

⑦「心のテーマパーク・アンユージュアルランド」

完成予想図(養老公園内)



住んで、みたくなる町
かんきょう

わたしたちがくらしやすいように、生活環境

をよくしていこうと考えていろいろなことをし

ています。 養老らしいけしきをつくる、 道路を

ょくする、 楽しく買いものができるようにする、

下水道をつくるなどです。
ろ

町内のあちこちの道路ぞいや公園て¥
ふ

老人ク

ラブ、婦人会、子ども会などが花いっぱL、の取

り組みをしています。 また、川の白然を守るた

こいやはたるの方文流も行っています。めに、

さらにしげんごみのリサイクルなどにも取りく
かんきょう

み美しい環境づくりをすすめています。
ろ

また、 しょうらいを見通して道路を作ったり
とうかい古〉んじようじどうしやどう

広くしたりしています。東海環状自動車道の

インターチェンジもできる予定です。
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住む実感をえられる町
す す

養老町に住む人びどがすべて、 「ずっと住ん

でいてよかった」どよろこんでもらえるように、

ホふれあ L、のあるまちづくりをすすめていま

す。町民憲章の取りくみをする、みんなでまち

づくりをすすめる、一生学習できるしくみやし
ふくし

せつをつくる、福祉のためのしせつをつくるな

どです。
せんげん

平成2年には「ふくしのまち」を宣言し、 6 
はじ

年度からは、 「養老シニアプラン21J を始めま

した。ふくしセンターや老人ふくしセンター

保健センターなどを中心に おどしよりがゆた

かにくらせるように活動を進めています。

また、公民館では、いろいろなこうざや教室

を聞いたり、サークル活動をすすめたり、文化

的な行事を行ったりして一生学習できるまちづ

くりをすすめています。

⑦公みんかんの生け花教室 ⑦おとしよりとのふれあい

⑦保健センター ⑦地域福祉センター



②上石津町
かみいしづ ぜん めんせき

上石津町は、町全体の面積のうち88ノマーセン
ぶ みどり

ト(大部分)が山林どいう、緑ゆたかな町で
まきだ いちのせ たら とき むす まきだ なが

す。牧田・一之瀬・多良・時を結ぶ牧田川が流

れています。
かみいしづ

上石津では、山村ど L、う特色を生かした新し
あん

L 、町づくりをおこなっています。安心してくら

せる町づくり、みりよくある町づくりをめざし
つぎ

て、次のようなどりくみをおこなっています。

空から見た上石津町

をy」
。
な

る

る

つ

守

す

せ

ら
u
b
L
l
u

臥
然

り

に

自

く

め

の

づ

た

ど
ろ
路

の

な

道

り

川

な

よ

る

だ
田
り
利

年

の
え

H

牧
叫
便

お
U

整

••• 
ーレ

。
ン

る

ヨ

す

シ

。
を
一

る
川
流

L

u
r
-
父

リ

γ
の

ク

o

v
と

レ

る

け

々

;

ぇ

日

人

ツ

が
整

〉
院

の

一

を

け
内

外

ポ

つ

い
昨

町

ス

せ

••• 
せ.んまも と

上石津町は、ゆたかな自然を守りながら、都市のよ
あじ げい

うなべんりさを味わうことのできる町、芸じゅつや文

化に親しめる町をめざしているのです。
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おう なが

町の中央を南から北へ流れている牧田川には、

夏になると色とりどりのテントがならびます。
きよ みどり ぜん

清らかな水ど緑いっぱL¥の自然、おいしい空気

をもとめて、人びどがおとずれるのです。
ちょう

町では、この川を守るために、川の水の調さ

を行い、年に 3回、広ほう「かみいしづ」にの

せています。それによると、まだ、美しい川

どいってもよいのですが以前にくらべるどよ

ごれてきているようです。
てい

それは、おもに、家庭から出る生活はL、水に

よるものだそうです。そこで、町では、このこ

とを人びどに理かいしてもらいながら、下水道

のしせつをととのえようと計画しています。川
ぜん まも

を中心にして、自然かんきょうを守ろうとして

いるのです。

⑦空から見た牧田川 ⑦牧田川の清流



しょうわ みどり

昭和57年にオープンした緑の村公園では、

毎年7月のおわりに「もんでこかみいしづ」

L 、う夏祭りがおこなわれています。

出ていった人たちにもう一度帰ってきてほしい
ねが かみいしづ ぜん まつ

という願いど上石津のゆたかな自然の中で祭り
ぜん とも

を楽しみ、人びどに自然ど共にすごすよろこび
かん ねが まつ

を感じてもらいたいどいう原ふ、が、この祭りに

と

ふるさとを

つぎ

次の
みどり

緑の村公園には、4
U
 

寸
ソ
ー

キ
品

ほ

A
い

い

の

て

り

れ

れ
祭

‘
り
の

め

こ

ようなもよおしゃしせつがあります。
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人
と
ふ
れ
あ
う
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
、
心
が
ふ
れ
あ
う
。

.シルクニット

.セミナーハウス

.バンガロー

.もんでこ朝市

.木工教室

.とう芸教室



みどり

緑の村公園ができてから 一年間に数十万人

もの人びとが町に来るようになりました。

同
一

ま

新

り
ゃ

な
ル

〈

ネ

よ
ン
+
む

ト

叫
便

た

の
い

通

で

交
ん

、

江

主

れ

ち

ら

ま
待

く
が

っ
と

が

び

ど

人

な
の

橋

町

せ
瀬

た

の
之

し

かみいしづ す

このような上石津町に、しょうらい住む人が
ねが

ふえることを、町は願っています。そのために
ぜん

も、ゆたかな自然を生かした新しい産業をおこ

すこと、新しい文化をつくりだすことにカを入

れています。
さんぎょう くさきぞめ

新しい産業のーっとして、草木染シルクニ

ットの開発に取り組んでいます。

また、新しい文化をっくり出す場として、日
しょうわ

本昭和音楽村ができつつあります。

_._- -------ーーーー-
J 一一

~戸

一←一一一一一一一一ーー←一一--ーー一一
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まきだ りゅうぶ

牧田川の上流部

にあります。まわりを山に固まれ
まきだいちのせ たら とき

た牧田、一之瀬、多良、時の四つの

かみいしづ

上石津町は、

ぼんよ也からできています。ゆるや

急な土かな土地は田畑として、

地は人工林どして使われています。

⑦人工林と茶畑

い
ろ
い
ろ
な
土
地
の
く
ら
し

196 

⑦水田



⑨手入れされたヒノキ

⑦せい材所

197 

人エ林には、おもに杉やヒノキが植えられて

います。

木が柱として使えるようになるまて下は何十

年もかかります。それまで毎年下草がりやえだ

打ちなどの仕事をしなければなりません。雪で

たおれそうになった木をおこす仕事もあります。

⑦ちょ木場



ぎょう

林業をしてい
とき ゅうじ

時ノj、学校の雄治さんの家は、

ます。

たおれ山をまわって、山に雪がなくなると、

草がのびるた木を |本 |本おこしていき ます。

木が大きくなると、下草がりをします。夏には、

下の方のえだを落としてみきが太くなるように

ρ、
7 

します。

おじいさんが子どものころに植えた木が、

やっと柱と してイ史えるようになったそうです。

こ
の
夏
ぼ
く
の
家
の
山
で
お
父
さ
ん
が
百
年
く

ら
い
た
っ
た
杉
の
木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ

l
を
使
っ
て
切
り
ま

し
た
。
ぼ
く
は
皮
む
き
の
道
具
を
使
っ
て

一
メ
ー
ト

ル
の
長
さ
で
皮
む
き
を
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は

「
こ
の
皮
は
屋
根
に
使
う
ん
だ
よ
。
」

ど
言
い
ま
し
た
。
皮
を
む
い
た
後
は
、
ぬ
る
ぬ
る
し
て
よ

く
す
べ
り
ま
す
。

そ
の
日
の
帰
り
に
松
林
に
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
「
ま
っ
た
け
が
で
て
い
る
か
な
。
L

と
思
い
松
の
根
元
を
さ
が
し
て
み
た
け
れ
ど
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
昔
は
よ
く
出
た
ん
だ
が
。
」

と
お
父
さ
ん
が
残
念
そ
う
に
言
い
ま
し
た
。

次
の

日

山

を
測
量
す
る
ど
い
う
の
で
つ
い
て
い
き

ま
し
た
。

「
ど
の
よ
う
に
し
て
測
る
の
か
な
。
」

と
思
い
見
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
山
で
も
と
て
も
急
な

所
で
歩
く
の
も
大
変
で
し
た
。
で
も
お
父
さ
ん
た
ち
は

そ
ん
な
所
で
も
機
械
を
使
っ
て
ど
ん
ど
ん
測
っ
て
い
き

ま
す
。
「
す
ご
い
な
あ
。
」

ど
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
や
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
か
け
る
と
そ
の

山
の
面

積
が
す
ぐ
に
出
て
き
た
の
で
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し

-
E
O
 

ふ
r
h

山
の
水
は
味
が
あ
っ
て
と
て
も
お
い
し
い
。
ま
た

山
に
い
き
た
い
で
す
。
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めん

山のしゃ面では人エ林の他に、お茶づくりや

しいたけづくり、わさびづくりなどが行われて
べん きこう

います。日当たりや水の便などを生かして、気候
そだ くふう

や土地にあった作物を育てる工夫をしています。

⑦しいたけの原木

⑦ くわを食べるかいこ ⑦まゆ
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かみいしづ ときやまちく

上石津町で一番の山おくは、時山地区です。

ここは、山あいの村て¥目立田はほとんどなく林
ぎょうすみ ときやますみ

業ど炭やさでくらしていました。 I時山炭」は
ゅう ゆっか

有名でした。しかしガスや石油が使われるよう
すみ

になり、炭治ごあまりイ吏われなくなりました。そ

れでわかい人がまちに出て働くようになって、
す

住む人が少なくなってきました。

⑦時山の入口

⑦時山の家

⑦空から見た時山
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山地の白然を生かしてみカある地い
ときやま

またにぎやかな時山にし

そこて¥

きづくりをすすめて、

ょうとしています。
さいきん ときやま さん

最近では、時山生産組合をつくって、 わさび

しいたけづくりにもカを入れています。づくり、

ノてンガロ一村をつくりゆたかな自然をまた、

す宇品て

す

1
し

牛

ま

ど

い

う

て

い
ね

1
し

、
勺
と

4

U

+
む

て

り

ん

ど

し

を

楽

き
気

も

わ
活

人の会wnr
 

車
合

今では、

⑥バンガロ一村

⑦さしこ

⑦わさびづけづくり

⑦音楽祭(バンガロ一村)
すみ

⑦炭やき
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川にかこまれた土地
のうぴへい

わたしたちの住んでいる濃尾平野は、西にい

くにしたがって少しずつ土地が低くなっていま
へい きそ ながら

す。この大きな平野には、木曽川、長良川、揖
ぴ なが むかし

斐川の 3つの大きな)11が流れています。昔は、

じょうぶなていぼう IJ'-つくられていなかったの

で、大雨がふるとていぼうが切れ、村に水が入

り、人びどに大きなそん害をあたえました。

⑦空から見た養老町
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昭和34年の大水害のようす

@切れたていぼう⑦

製品

， 
@@水につかった家⑨

⑦ひなんのようす

⑦水につかった校しゃ
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で

は
失

日

ぅ
を

毎

家
の'力たたのy」に喝司ノ人びとのくらしは、

こう水によってていぼうが切れ、した。

うようなことが何回どなくありました。

なかでも 1959年(昭和34年) 8月の台風7号
しゅうちゅう つづ いせ

にともなう集中ごう雨ど、続いて 9月の伊勢
わん がい

湾台風によるひ害はとても大きく、多くの人た

家を失ったりしけ治どをしたり、ちが死んだり、

し

生きるか死ぬかの生活だ

ました。

大雨がふるたびに、

ったのです。
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⑦ニわれたていぽう



⑦今ものこる輪中堤

205 

大水から守る

大水に苦しめられた人びどは、自分たちを守
くふう

るためにいろいろな工夫をしました。村のまわ

りをていぽうでぐるりと囲って水が入らないよ
わじゅう

うにしました。(輪中)

また、 4'"'-'5メートルも高〈石がきをつみ、そ
やしき

の上に家をたてたり(高屋敷)、水屋をつくった

りしました。
じんさま がい

さらに、水神様をまつって水害がおこらない

ようにいのりました。

⑦水屋



水屋

人びとは大水にそなえて高くしたやしきのー

その上にノj、屋を建か所をさらに高〈つみ上げ、

これを水

水屋の中には台所、
しお

塩などがたくわえてあったので、

ァ~JJ{め治Jあ

てて万一の時のひなん所どしました。

屋どいいます。

米やみそ、
、

阿
川
/

しらせました。しばらくの聞はその中だけでく

よほどのお金もちしか作るこの水屋も、かし、

ほとんどの人びどはていぼうのこどはできず、

水屋のっくり

上などににげるしかありませんでした。

@
水
屋

水
屋
の
役
目
(
水
屋
の
持
ち
主
の
話
)

今
か
ら
二
+
四
年
前
、
牧
田
川
の
堤
防
が
切
れ
た
時
に
は
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
ど
ろ
水
が

押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
ど
ろ
水
は
家
の
ひ
さ
し
の
所
ま
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
母
屋
で

は
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
水
屋
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
助

か
り
ま
し
た
。

大
雨
が
降
っ
て
集
中
ご
う
雨
と
な
り
、
牧
田
川
の
水
か
さ
が
ど
ん
ど
ん
増
し
て
き
で
、
も

し
か
し
た
ら
堤
防
が
切
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
堤
防
が
切
れ
る
前
に
、
仏
だ

ん
、
家
の
中
の
大
切
な
道
具
、
食
べ
物
な
ど
を
水
屋
の
中
へ
運
ん
で
お
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

水
に
ぬ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

水
が
な
か
な
か
ひ
か
な
く
て
、
母
屋
で
は
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

問
、
水
屋
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
水
屋
に
は
台
所
が
つ
い
て
い
て
、
大
き
な
水
が

め
も
あ
っ
た
の
で
、
か
ん
単
な
食
事
の
用
意
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ゆ
か
下
に
は
、
米
や

み
そ
、
塩
な
ど
が
た
く
わ
え
で
あ
っ
た
の
で
、
ご
は
ん
も
た
け
ま
し
た
。
た
た
み
の
部
屋
も

あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
食
事
を
し
た
り
ね
む
っ
た
り
で
き
て
、
気
持
ち
が
休
ま
り
ま
し
た
。

水
屋
は
三
メ
ー
ト
ル
も
高
い
所
に
た
て
、
つ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
と
ろ
水
も
入
っ
て

こ
な
い
の
で
安
心
し
て
暮
ら
し
ま
し
た
。
本
当
に
水
屋
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

水
屋
が
た
つ
て
か
ら
、
も
う
九
十
年
に
も
な
り
ま
す
が
、
今
だ
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
e

昔
の
人
は
本
当
に
よ
く
考
え
て
水
屋
を
作
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
普
の
人
の
知
恵
は

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

206 

⑦上げ舟



米づくりの苦労
むかしわじゅう ひく

昔の輪中の中は土地が低〈水がたまりやす

うえたいねせっかくくどろぬまのようでした。

そお米がどれません。も水にっかつてしまい、

こで土をはり上げて田を高くしました。

土をほった所は水がた
めんせき

田の面積は

これを

どいいます。「はり田」

どL、いました。

米がとれるようになりました。

「ほりつぶれ」

へりましたが、
へん ど

大変な努力をして米づくりをしていたのです。

まり

ほ
り
回
づ
く
り
は
、
冬
の
水
が
少
な
い
こ
ろ
に
や
り
ま
し
た
。
北
風
は
強
い
し
、
ベ
タ
ベ

タ
の
土
を
「
じ
よ
れ
ん
」
で
ほ
り
上
げ
て
い
く
仕
事
は
、
と
て
も
苦
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
う
地
墜
理
が
し
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
・
夕
、
と
て
も
不
便
で
し
た
。
今
の
よ

う
な
道
路
も
な
く
、
舟
〈
田
舟
)
で
し
か
田
ん
ぼ
へ
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
稲
を
見
に
行
く

時
も
舟
で
し
か
行
け
な
い
所
も
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
こ
ろ
の
米
づ
く
り
に
は
、
舟
が
と
て
も
大
切
な
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
で
す
。

ほ
り
田
で
の
米
づ
く
り

⑦ほり回の図

⑦じよれん
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二う地の変化
ぞこ

しゅんせつ船が川底をさらえ、 太いパイプか

らはき出された土やすなが「ほりつぶれ」 や池

をうめ立てていきます。
かく しようわ

各地で昭和2q年から44年にかけて行われた、
せい

土地改良によって、こう地が整理され、水は
のうぎょう

けがよくなり、 農業のしかたは大きく変わっ

ていきました。

⑦しゅんせつ船

* ぷんぷ
⑦はい水機場の分布

⑦はい水機場
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かわってきた農業のようす

「ほりつぶれ」をうめたててできた広い
きかい のうぎょう

土地は、機械をつかった農業がやりやすいよ

どの田畑にも道や水路がつ

池や

うに同じ形に分け、

けられました。

れ
け

J

n
川
f

た

な
れ

に

、
り
、
つ

れ

よ

入

る
り

す

y」

nー

が

た

か
械

L

き
機

ま
の

を

訂
正

利
一薬

大

前
農

は

で
で

一

り

タ

〈

プ
づ

コ
米

リ
へ
ました o

水はけのよくなった畑では、
り おん

を利用して、温室やビニールハウスでトマト・
なごや

イチゴなどの野菜をつくるようになり、名古屋、
おおさか ほくりくほうめん おく

大阪、北陸方面へ送られています。

あたたかい気候;

⑦いねかり⑦田植え

⑦ピニルハウス⑦広がる水田
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水害と今の私たち
ど わじゅう

人びとのちのでるような努力によって、輪中
あん

に生きる私たちは安心して生活できるようにな
かこ てい

りました。しかし 3つの大きな川に固まれた低
す

よ也にイ主むかぎりわすれてはならないことは、ァド
しょうわ あんぱち

害へのそなえです。昭和51年 9月12日の安ノ¥

町の大水害が、私たちにそれを教えてくれまし

た。キムたちひどりひとり JJ".，. 7](のおそろしさを

わすれてはならないのです。

⑦水lまう倉庫

⑦9.12水害

〈んれん

⑦水ぽう訓練

⑦牧田川堤防の欠かい@
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養老町のうつりかわり年表

せいれき|年号 て・
'" 

みののくに ぎふ

1871 明治41美濃国は岐阜県となる。
きめんざんたにごろう な

鬼面山谷五郎が亡くなる。

ー.'
、ー

1872 1 5 1 高田ゅうぴんとりあっかい所ができる。

1873 1 6 1各地に小学校ができる。
ふ

1877 1 101養老などに入力車が増えはじめる。

1880 1 131養老公園ができる。

ど

かみたど さんごう ふなっけ おばた たぎ

1889 1 221高田村、養老村、上多度、三郷村、船着村、小畑村、多岐村、
ひょし

日吉村、下多度村などができる。
のうび

1891 241濃尾大しんさいがおこる。
こうずい

1893 1 261大洪水がおきる。
たぎぐん ぐん ぐん

1897 1 301多芸郡、上石津郡ががっぺいして養老郡になる。
なおえ わた

1908 1 41 1高田橋がかけられる。直江の渡しはしだいにおどろえる。
てつどう い付の かいつう

1913 1大正 21養老鉄道(養老~池野間)が開通し、汽車が行き来する。
ていき

1919 1 8 1時・高田の聞に定期パスが通るようになる。
さいしょ しゅうぎいんせんきょ きた貯なおたろう とうせん

1928 1昭和31最初の衆議院選挙が行われ、佐竹直太郎氏が当選する。

1932 1 7 1 リヤカーが広まる。

1934 1 9 1多芸橋が現在のコンクリート橋になる。
いまお かんせい いま担 わた

1938 1 131今尾橋が完成する。今尾の渡しがなくなる。
たいへいようせんぞう

1941 161太平洋戦争がはじまる。小学校は国民学校ど名をあらためる。
しんせい ほっそ〈

1947 1 221国民学校が/J、学校になる。新制中学校が発足する。
〈いせ かんせい

1950 1 251牧田川、杭瀬川の分流工事が完成する。
からすえ かんせい

木橋の烏江橋が完成する。
ほうそう

1953 1 281テレビ放送がはじまる。
がっぺい ほっそ〈

1954 1 291 9カ町村が合併し、養老町が発足する。
しょうぽうだん

1957 1 321養老町消防団ができる。
ごうう いりべ ね こじていぽう

1959 1 341集中豪雨により池辺、根古地堤防が切れる。
い せわん

伊勢湾台風により再び切れる。
かんい おおまきこっぽ

1960 1 351町営簡易水道がてeきる。(下笠、大場、大巻、小坪)
ほそう

1961 361町道の舗装がはじまる。
こうみんかん

1965 1 401養老町中央公民館ができる。
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せいれき |年号 ての ヨ主

かんい かんせい

1966 1 41 1養老簡易水道が完成する。

1971 461養老町役場が新しく建てなおされる。
さんけい ひがい

ー.'
」

台風23号が養老山系に大きな被害をもたらす。
りんしょう

1973 1 481養老町民憲章ができる。
けってい

1974 1 491養老町の木が「ツゲ」ど決定される。
なんのうせいそう

1975 50 I南濃清掃センターができる。
かんせい かいつう

養老大橋が完成し、国道258号が開通する。
りってい

養老町の花が「キク」ど決定される。

1976 1 51 1養老町の人ロが30，000人をこえる。
ひがい

台風17号が各地に被害をもたらす。
ひら

1978 1 531第 |回養老町体育大会が聞かれる。
ふくし

養老町福祉センターができる。
こうみんかん あたら

養老町中央公民館が新しくなる。
せいなんのう かんせい

1979 1 541西南濃カントリーエレベーターが完成する。
ちょうし

養老町史ができる。

1980 1 551県こどもの国がオープンする。
こうえん

中央公園野球場がオープンする。
そうごう

1982 1 571総合体育館ができる。
ふくし

老人福祉センターができる。
き〈すいせん めいすいひや〈せん えら

1985 I 60 I菊水泉が名水百泉に選ばれる。
いまお かいつう

新今尾橋が開通する。
なんのう せきがはら かいつう

1988 1 631南濃 ・関ヶ原線が開通する。
まつ ひら

世界れんげ祭りが養老町で聞かれる。
ほ付ん

保健センターがオープンする。

町営笠郷テニスコートがオープンする。
ひら

1989 I平成元 |養老ふるさとフェステパルが聞かれる。
| たき たきひや〈せん えら

1990 2 I養老の滝が滝百選に選は、れる。

養老パークゴルフ場がオープンする。
からすえふきん ていぽう

ど

台風19号のために牧田川(烏江付近)の堤防が切れる。
かいかん

1991 3 I養老町民会館がオープンする。
こくさい かいかん

1993 5 I国際学習会館ができる。
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上石津町のうつりかわり年表

せいれき|年号 で 主主

1873 1明治 61各地に心、学校ができる。
l みや まきだ

司 e

、ー と

1874 1 7 1宮村ゅうびんきょく ・牧田ゅうびんきょくができる。
のうぴ

1891 241濃尾大しんさいがおこる。
たぎぐん 寸ん ぐん

1897 1 301多芸郡、上石津郡ががっぺいして養老郡になる。
みや たら

1904 1 371宮村ゅうびんきょくが多良ゅうびんきょくになる。

1916 1大正 51時村ゅうびんきょくができる。

1923 1 121多良自動車かよ式会社ができる。

多良峡の道路工事が行われる。
せきがはら

1935 1昭和101時~高田、時~関ヶ原をパスが走るようになる。
| そかいじどう

1945 1 201疎開児童が多くなる。
いちのせ

1946 1 21 1一之瀬ゅうびんきょくができる。

1955 1 301牧田村・一之瀬村・多良村・時村ががっぺいして上石津村となる。
ちゃえん

1956 1 31 1茶園がつくられるようになる。

1958 1 331 多良ぺ、学校ができる。
せいちゃ

多良 ・時に製茶工場ができる。
にしやまぶんこう とうごう

1959 1 341西山分校が多良小学校に統合される。
いせわんたいふう そんない はし

伊勢湾台風で、村内のおもな橋のほとんどが流される。
ほい〈えん

1961 361時保育園ができる。

1962 1 371村内の県道のはそう 工事がはじまる。

1964 1 391すべての学校で完全給食がおこなわれるようになる。

1965 1 401全村に水道が完成する。

1968 1 431一之瀬農協と牧田農協ががっぺいして牧田川農協となる。

1969 1 441上石津町になる。

多良農協と時農協と時山農協ががっぺいして上石津農協となる。
なんのう かいつう

1970 1 451県道南濃~関ヶ原線が開通する。

1971 461牧田保育園ができる。

1972 1 471時山小学校が時小学校に統合される。

1973 1 481青少年プールができる。

時，J、学校にプールができる。

第 |田町民体育大会がおこなわれる。
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せいれき |年号 てψ ヨミ ー・
、ー ど

1974 1 491 rひのき」が町の木に、 「しゃくなげ」が町の花に決まる。
こうみんかん

中央公民館ができる。
ょっかいち ごう

1975 1 501県道四日市~関ヶ原線が国道365号となる。

上石津中学校が開校する。
しゅうしゅうじぎょう

ごみの収集事事がはじまる。

1977 1 521上石津グリ ーングランドができる。
かいぜん

しゅうぎょう改善センターができる。
しょうぽうほんよ しよちようしゃ

1979 1 541養老町消防本部上石津消防署庁舎ができる。
たいい〈かん

1980 551牧田小学校に体育館ができる。
かいりょうじぎょう

牧田かんい水道改良事業が終わる。

1981 561上石津中学校にプールができる。

1982 571緑の村公園がオープンする。
ほりん

1983 1 581町保健センターができる。
かんきょう

農村環境サプセンターができる。

一之瀬小学校にプールができる。

1984 1 591上石津共済組合ど養老町共済組合ががっぺい して養老郡共済組

合となる。

上石津第一トンネルが開通する。
きんろうしゃ

1986 1 61 1町掛労者体育センターができる。
しんりょうじょ

上石津診療所ができる。

上石津トンネルが全線開通する。

1988 1 631ウッディドームができる。
| ふくし

1989 1平成元 |老人福祉センターができる。

1990 1 2 1役場の新庁舎ができる。
かんきょう

農村環境改善センターができる。

1991 3 1町防災無線局ができる。

1992 1 4 1一之瀬大橋ができる。

1994 1 6 1江口夜詩記念館ができる。

上石津町総合体育館ができる。
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養 老 回I

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
※ ※  
※※  
※※  

j 養老町民憲章 3 
※ 白 ※
※ ※  
※※  

j わたしたちの町、養老町は、緑の山、清らか j 
委 な水に恵まれた歴史の町です。 議
※ ‘ ※ 

議 わたしたちの、この美し L、ふるさとは、先人委

! のたゆまぬ努力によってイ申び、つづ、けてきましたoj
議 わたしたちは、愛の輪をさらにひろげ、カを 愛

護 あわせて未来につづく明るい町をつくります。 3 ※ 

※ ※  
※※  
※※  

委 I .おはよう こんにちは ど元気な声護
※ 

き がわく町にしましょう。 ※ 
双

※ ※  

委 I .美しい自然の中でカいっぱい働け 議
※ ※  

護 る町にしましょう。 委
※ ※  

j |.おとしよりが豊かにくらせる町に 受
委 しましょう。 委
※ . ※ 
※ ※  
※※  
※※  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
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上石津町

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
※ ※  

j 上石津町民憲章 j 
議 わたくしたちは、清流牧田川で結ばれ、連帯し自立をめざす上石津の 議
ぎ 町民です。 ※ 

米

議 ・上石津町は、豊かな緑と清い水に恵まれ、先人の努力を受けつぎ、限 委
実 りない繁栄に向って進んでいる。希望の町です。 実

※ ・わたくしたちは、この町を愛し、町民相互のつながりを強め、心を合わ ※ 

委 せて住みよい町づくりをめざすこどを誓い、ここに町民併を定めます。 議
w 

i長 「自然を愛し、美しい町をつくります。」 ※ 
※ 

※ ・..Lのみどりを守り 、川をきれいにします。 ※ 
記g

3* ・道路をきれいにし、花のある町にします。 ※ 
姿 ・環境衛生に気をつけ、住みよ〈します。 愛
護 「強い心と体で、明るい家庭の町をつくります。」 護

担百

議 ・スポーツを楽しみ、体を鍛えます。 ※ 
護 ・交通安全につとめます。 委
?き ・思いやりの深い家庭をつ〈ります。 ※ 

双

委 「仕事にはげみ、活気のある町をつくります。」 ※ 
:>.'{ 

委 ・仕事に誇りをもち、生き生きした職場をつくります。 議
き ・カを合わせて、生産を高めます。 ぎ

※ ・進んで、共同作業に参加します。 ※ 
※ ※  
護「きまりを守り、助け合いのある町をつくります。」 議
3* ・集会の時刻を守り、人に迷惑をかけません。 ※ 

※ 
※ ・あいさつで、明るい心をつなぎます。 ※ 

泌愛 ・公共物を大切にします。 ※ 
泌

議 「教養を深め、文化の高い町をつくります。」 ※ 

護 ・未来をつ〈る、こどもの教育にカを入れます。 愛
護 ・余暇を見い出し、趣味を深めます。 愛
護 ・郷土の文化を守り育てます。 委
※ ※  
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
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養老町
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上石津町
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